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北海道が津波浸水予測図を北海道が津波浸水予測図を
公表しました公表しました

　 6月28日㈭、北海道防災会議地震専門委員のワーキンググループが、太平洋沿岸の津波浸水
予測図を公表しましたのでお知らせします。

東日本大震災を教訓として
　平成23年 3 月11日に発生した東日本大震災は、マグニチュード9.0という、いまだかつて経験したことのない大
規模で広範囲におよぶ災害であり、被災地では津波により多くの命が失われました。
　その東日本大震災を教訓とし、北海道大学や札幌管区気象台などで組織する『北海道防災会議地震専門委員会』
のワーキンググループは、津波被害をもたらす想定地震の再検討を進め、 6月28日に開催された北海道防災会議地
震専門委員会で北海道に報告しました。

考え得る最大クラスの津波を想定
　北海道は平成18年、太平洋岸で見つかった津波堆積物調査をもとに、日高管内えりも町襟裳岬で22㍍など、道東
中心に大津波をもたらす、マグニチュード8.6の500年間隔地震を想定した津波浸水予測図を発表しました。
　しかし、当時の想定で参考にした津波堆積物の調査地点は、十勝や釧路管内を中心に17カ所。それに対して今回
は東日本大震災を踏まえ、根室や太平洋岸西側の日高、胆振、渡島の各管内で得られた新たな調査結果を反映し、
現時点での最新の科学的知見に基づき考え得る最大クラスの津波を想定しています。

登別の沿岸最大水位は10.2㍍
　公表された津波想定の沿岸最大水位は、太平洋沿岸市町の
うち、30㍍以上が 2町 3地点、20㍍以上30㍍未満が11市町43
地点、10㍍以上20㍍未満が18市町47地点でした。
　市の沿岸最大水位は、栄町で10.2㍍、桜木町で9.2㍍、富
浦町で8.7㍍であり、平成18年の最大想定水位1.6㍍の 6倍以
上になります。
　また、第１波到達時間は、栄町と桜木町で49分、富浦町で
48分であり、この波に巻き込まれないよう、迅速に避難行動
を取ることが、命を守るためのとても重要なポイントになり
ます。

用 語 解 説

津波水位
東京湾平均
海面を０と
した津波の
高さ

沿岸最大水位
沿岸の津波水位の最大値

第１波到達時間
地震発生から津波第１波のピークが到達
するまでの時間

影響開始時間
地震発生から海岸や海中の人命に影響が
出るおそれのある津波による水位変動
（初期水位±20cm）が生じるまでの時
間

津波水位（ｍ）

東京湾平均海面（全国基準）
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▲登別市現況図の一部

津波浸水予測図を公開
　公表された津波浸水予測図は、市役所と各支所、市民会館に掲示しているほか、
市ホームページに掲載しています。
　この予測図と、平成23年 9 月に市が作成した『大津波における高台の避難場所
マップ』を参考に、お住まいの地域や買い物圏域の高台避難場所や避難ルートな
どを家族で確認しましょう。

災害に備えた『自助』『共助』『公助』
　今回の想定はあくまで最大規模の津波を想定したもので、津波の発生確率や発
生時期を予測したものではありません。
　しかし、万が一に備えて『自助』と『共助』に取り組むことは命を守るために
はとても重要です。

今後の市の取り組みについて
　市は、津波浸水予想図をもとに、津波避難計画の全体計画の策定と地域防災計画や防災マップ、避難所の見直し
を進め、さらに地域の皆さんと避難場所や避難経路、避難するときの危険箇所などを検討し、地域ごとの避難計画
の作成を考えています。ご理解とご協力をお願いします。

津波浸水予測図に関する問い合わせ　北海道胆振総合振興局地域政策課（☎㉔ 9 5 7 0 ）
市の取り組みに関する問い合わせ　総務グループ（☎85 1 1 3 0 ）

栄　町
沿岸
最大水位

影響
開始時間

第１波
到達時間

10.2ｍ 20分 49分

桜木町
沿岸

最大水位
影響

開始時間
第１波
到達時間

9.2ｍ 19分 49分
※『桜木町』とは、同町から
　一番近い海岸線を指します。

富浦町
沿岸

最大水位
影響

開始時間
第１波
到達時間

8.7ｍ 18分 48分
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40 歳以上の国民健康保険に加入している皆さんへ

今年度は必ず特定健診を
　　　受けましょう !!

問い合わせ　国民健康保険グループ（☎85 1 7 7 1 ）

全国平均を下回る受診率、今年度の目標は900人増
　特定健診とは、内臓脂肪症候群に着目した生活習慣病を予防するための
健診です。
　今年度の受診率が低ければ、国から保険者（登別市）に対し、罰則が課
せられます。
　罰則が課せられた場合は、国民健康保険の負担金が多くなり、保険税値
上げの要因につながります。
　多くの方が受診することで、糖尿病などの生活習慣病の予防や重症化を
防ぐことができ、国民健康保険の医療費の安定にもつながります。
　ぜひ、ご協力ください。

対象　国民健康保険に加入している40歳以上の方
※ 特定健診の対象となる方には、既に特定健診の受診券を送付してい
ます。

お忘れなく！あなたも健診対象です
• 平成23年 4 月～平成24年 3 月に健診を受診した方→毎年１回の受診が必
要です。
• 血圧やコレステロールなどで治療中の方→かかりつけの医療機関で定期
検査を受けるときに特定健診を受診してください。

情報提供にご協力ください
　次に該当する方は、国民健康保険グループにご連絡ください。
•職場の健診を受ける方
• かかりつけの医療機関で特定健診が受診できない方で、定期的に血液検
査などを実施している方

特定健診の内容
　特定健診は次の中から１つを選択して、毎年１回、受診することができます。

■ 特定健診・保健指導の実績と罰
則（ペナルティ）

　平成20年度から開始された特定
健診ですが、 5年目を迎える平成
24年度は、特定健診や保健指導の
実施率について、国から評価され
る年度に該当します。

評価方法の概要
　主に75歳以上が加入する後期高
齢者医療制度は、加入者の保険料
や公費の他に、各医療保険者（登
別市など）からの『支援金』で成
り立っています。
　この『支援金』について、今年
度の特定健診などの実績により、
目標が達成できた場合は減額され、
目標を下回った場合は増額される
仕組みになっています。

健診の種類 料　金 対象者（40歳以上） 主な内容

特定健診＋がん検診 － 受診当日に国民健康保険に加入し
ている方
※ 千円ドックは、保険税の滞納が
ある方は別料金です。

血液検査、尿検査、血圧、身体計
測＋各種がん検診

千円ドック
（旧ミニドック） 1,000円 特定健診＋心電図・眼底検査＋視

力・聴力検査＋がん検診

短期人間ドック
（日帰り）

2,500円
または3,000円

平成24年 4 月 1 日から継続して国
民健康保険に加入している方で、
保険税の滞納がない方

特定健診＋腹部超音波検査＋心電
図・眼底検査＋視力・聴力検査＋
がん検診など
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受診後もサポートします

特定保健指導
　特定健診を受診し、体重や腹囲などの結果から内臓脂肪症候群に該当し
た方（予備群も含む）から、年齢などに応じて積極的支援と動機付け支援
の保健指導対象者を決定します。
※ 対象の方には、国民健康保険担当の保健
師か管理栄養士から保健指導のご案内を
します。
　保健指導では、健診結果から体の中で起
こりうる現象をお伝えし、生活習慣の改善
についてアドバイスをします。
　早い段階で生活習慣を見直すことで、薬
による治療や厳しい食事制限に至るのを、
予防することが可能となります。

　
受診した方の体験から
　平成23年度に保健指導を受けた方の事例を紹介します。

　
体験型保健指導に参加してみませんか
　特定保健指導の対象となった方とそのご家族に、ヘルシー昼食会と運動教室のご案内をしています。
※全て無料、予約制です。

調理担当者の食生活改善で、家族全員体重減
　Ａさん家族は全員で特定健診を受診
し、全員が特定保健指導の対象となり
ました。
　担当者は、Ａさん、Ｂさん、Ｃさん
の全員が仕事で毎日体を動かす習慣が
あるため、食習慣の改善がより重要と
分析。調理担当のＡさんの食生活を改
善することにより、全員の体重減につ
なげることができました。
　さらに、糖尿病の内服治療を受けて
いたＣさんは、食事の改善により血糖
コントロールが良好となり、糖尿病薬
は終了して定期観察となりました。

●改善ポイント●
①少なかった野菜の量を、弁当などにも入れて増やした
②麺類＋ご飯の組み合わせを止めて、どちらか一方にした
③糖分の多い缶コーヒーや清涼飲料水を飲む機会を減らした
④菓子類や菓子パンなどの間食を減らした

Ａさん（女性）
※調理担当。 Ｂさん（男性） Ｃさん（男性）

体重
（BMI)

特定健診
受診時 79.0㎏（30.3） 87.2㎏（26.9） 82.1㎏（29.0）

保健指導
最終日

72.3㎏（27.6）
★体重6.7㎏減

77.2㎏（23.8）
★体重10㎏減

77.0㎏（27.3）
★体重 5㎏減

※ＢＭＩは、肥満度を示すもので、25以上になると要注意。

ヘルシー昼食会 運動教室
　栄養に関するお話や理想的な１食の量、バランスについ
て、実際に食事をとりながら学びます。

　 3月13日にしんた21で開
催したときは、27人の方が
参加しました。
（献立は、ご飯、具だくさ
ん味噌汁、イワシ缶のさっ
と煮、青菜とパプリカのか
らし和え、ニンジンゼリー。
合わせて約600㌔㌍）

　有酸素運動の体験教室です。
　冬期に 3か月間、試行的に実施した運動教
室では、最も体重増加がしやすい年末年始に
もかかわらず、参加者全員が体重を維持する
ことができました。
　運動はあまり好まなかった
方も、運動を継続するきっか
けとなっています。

■特定保健指導の実施率
　市の保健指導の実施率は、全国
平均より高く推移していますが、
それは健診受診率が低く保健指導
対象者数も少ないためであり、決
して実施率が高いわけではありま
せん。
　特に、60歳代前半までの方が対
象の、積極的支援の実施率の低さ
が問題となっています。

▲特定保健指導の様子
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平成25年度採用平成25年度採用
登別市職員を募集します登別市職員を募集します

問い合わせ
人事・行政管理グループ
（☎85 1 1 3 2 ）

職種
区分

試験
区分 受　験　資　格 採用予定

人　　数

事　

務

大 学 院
修了程度

大学院修士課程もしくは専門職大学院専門職学位
課程を修了または修了見込みで、昭和50年 4 月 2
日～昭和57年 4 月 1 日生まれの方

16人程度
大学卒業
程　　度

大学を卒業または卒業見込みで、昭和57年 4 月 2
日以降生まれの方

短大卒業
程　　度

短大もしくは同程度の専門学校を卒業または卒業
見込みで、昭和62年 4 月 2 日以降生まれの方

高校卒業
程　　度

高校を卒業または卒業見込みで、平成元年 4月 2
日以降生まれの方

土　

木

大学卒業
程　　度

大学を卒業または卒業見込みで、昭和57年 4 月 2
日以降生まれの方

1人程度短大卒業
程　　度

短大もしくは同程度の専門学校を卒業または卒業
見込みで、昭和62年 4 月 2 日以降生まれの方

高校卒業
程　　度

高校を卒業または卒業見込みで、平成元年 4月 2
日以降生まれの方

保
健
師

短大卒業
程　　度

保健師免許を有している、または平成24年度中に
免許取得見込みで、昭和52年 4 月 2 日以降生まれ
の方

1人程度

保
育
士

短大卒業
程　　度

保育士資格を有している、または平成24年度中に
資格取得見込みで、昭和57年 4 月 2 日以降生まれ
の方

1人程度

消　

防

大学卒業
程　　度

大学を卒業または卒業見込みで、昭和61年 4 月 2
日以降生まれの方

2人程度
短大卒業
程　　度

短大もしくは同程度の専門学校を卒業または卒業
見込みで、昭和61年 4 月 2 日以降生まれの方

高校卒業
程　　度

高校を卒業または卒業見込みで、昭和61年 4 月 2
日以降生まれの方

【身体条件】矯正視力が1.0以上、色覚および聴覚が正常な方

【試験】
◎第１次試験
•日時　 9月16日㈰　 9時30分
•場所　鷲別公民館
•内容　教養、作文、適性試験など
◎第 2次試験
•時期　10月下旬（日時は合格者に通知）
• 内容　集団討論、面接、健康診断審査
など
【申込方法】
人事・行政管理グループと各支所に備え
付けまたは、市ホームページ掲載の受験
申込書に必要事項を記入し、 8月17日㈮
までに人事・行政管理グループに持参ま
たは郵送（当日消印有効、〒059‒8701 登
別市中央町 6丁目11）してください
【受験申込書の受け付け】
• 持参の場合　 9時～17時30分（土・日
曜日を除く）
• 郵送の場合　380円分の切手を貼った
返信用封筒（長形 3号）を必ず同封し
てください
【試験実施要綱の請求】
郵送で請求する場合は140円分の切手を
貼った返信用封筒（角形 2号）を必ず同
封してください

※ 市は、『障害者の雇用の促進等に関す
る法律』の趣旨を踏まえ、障がい者の
雇用の促進に努めています。受験でき
る方は、活字印刷文による出題に対応
できる方で、介助者なしで職務の遂行
が可能な方とします。

浄水場管理人（嘱託員）を募集します
◎募集人数　１人
◎応募要件　
4月 1日現在、50～61歳でマイカーなどで通勤可能な方
※ 対人１億円、対物200万円以上の任意保険加入が必要
です。

◎任用期間　 9月 1日～平成25年 3 月31日
※ 勤務成績が良好な場合は、１年ごとの更新ができます
（平成29年 3 月31日または63歳に達した日の属する年
度末まで）。

◎試験日時　 8月21日㈫　14時
◎試験方法　面接
◎ 申込方法　 8月10日㈮までに人事・行政管理グループや
各支所に備え付けの申込書に必要事項を記入し、人事・
行政管理グループに持参してください

◎主な業務内容
　浄水場の監視盤などの運転操作と維持管理業務
◎勤務地　登別温泉浄水場

勤　　務　　条　　件
勤　務　時　間 休　日 給料（月額）

① 17時30分～ 8時30分
または18時～ 9時
　（仮眠時間あり）
② 9時～17時30分
※ 5 週で①が14回、　
②が 2回。

5 週に 5日 129,100円

※ 給料は、 8月 1日現在のものです。給料月額の改正
により基本手当月額に変更が生じることがあります。

問い合わせ
人事・行政管理グループ（☎85 1 1 3 2 ）
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最近、眠れない、いつもイライラする…。
そんな心のストレス度や落ち込み度が簡単にチェックでき、結果や相談窓口が表示されます。

～携帯電話やパソコンで気軽にメンタルヘルスチェック～
こころの体温計をご利用ください

（本人モード）こころの体温計
本人の健康状態や人間関係、住環境などのストレス
度や落ち込み度が、水槽に泳ぐ金魚、猫などの絵に
なって表示されます。

問い合わせ
健康推進グループ
（☎85 0 1 0 0 ）

利用方法
携帯電話で利用する方は
このＱＲコードからアク
セスしてください

パソコンで利用する方は
市ホームページの暮らし
の情報（環境・健康）か
らアクセスしてください
※利用には通信料が掛か
　ります。

家族モード
大切な肩の心の健康状態をご家族や、
身近にいる方の目でチェックします。

ねこ

結果画面（例）

社会的な
ストレス

黒金魚
対人関係の
ストレス　

赤金魚
自分自身の
ストレス　

水槽のヒビ
住環境の
ストレス

石
その他のストレス

水の透明度
落ち込み度

産後は体内の女性ホルモンが急激に変化により、イライラ
したり、憂鬱になったり、情緒不安定になりがちです。
　　　　また、慣れない授乳や睡眠不足などが重なり、
　　　　　　感情の揺れが激しくなります。
　　　　　　そんなとき、心の状態をチェックしてみる
　　　　　　アイテムとして「赤ちゃんママモード」が
　　　　　誕生しました。

お父さんのこころの健康状態が
気になる方におすすめします。

つらい時は、ひとりで抱え込まずにご相談く
ださい。

赤ちゃんママモード

あなたの就職活動をサポートしますあなたの就職活動をサポートします
　停滞する経済状況の下、就職戦線は厳しい状態が続いています。
　登別職業訓練協会は市の委託を受け、就職活動を頑張っている方
をお手伝いするため、『キャリアサポートのぼりべつ』を開設して
います。
　就職活動への不安や悩みの解決方法をキャリアコンサルタントと
一緒に考えてみませんか。
　一人で悩まず、まずはお気軽に『キャリアサポートのぼりべつ』
をご利用ください。

☆キャリアサポートのぼりべつの無料相談☆

問い合わせ　登別職業訓練協会（☎85 1 4 5 0 ）・商工労政グループ（☎85 2 1 7 1 ）

☆スキルアップのための無料セミナー☆
【相談内容の例】
• これまでの職歴を振り返り、自分が何をやりたい
のか、何ができるのか。
• 自信を持って自分をＰＲし、今後どのように就職
活動に取り組んでいくべきか。
• 新しい就職先で困らないよう、パソコンや介護な
ど即戦力となる資格を取得する方法は。
• どのような企業から求人情報が来ているのか、ま
た、企業が求める人材とは。
• 面接を成功させるためには、履歴書をどのように
書けばよいのか。

【相談実施日時・場所】
◎水・金曜日　 8時30分～17時　職業訓練センター
◎ 土曜日　10時～17時　ジョブガイドのぼりべつ
（アーニス 2階）

※ それぞれ専門のキャリアコンサルタントがあなた
のご相談をお受けします。また、事前にご相談を
いただければ、都合の良い日時に対応することも
可能です。

　『キャリアサポートのぼりべつ』は、就職活動に
必要なノウハウを身につけるお手伝いとして、おお
むね 2カ月に１回、就職セミナーを開催しています。
ぜひ、ご参加ください。
　 8月10日㈮13時30分から開催するセミナーでは、
自分の職歴を振り返り、力強い『夢』を組み立てる
お手伝いをします。

【セミナー内容】

▼ 10月中旬… あなたの『仕事検索方法』を見直して
みませんか

▼ 12月中旬… 仕事選択を自信を持って進めていくた
めには

▼１月中旬…応募書類の書き方、提出の仕方

▼  3 月中旬…模擬面接の対応について

【実施場所】職業訓練センター（青葉町42－13）
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公営住宅入居者募集 問い合わせ
建築住宅グループ（☎85 4 3 9 9 ）

【申込資格】
①家族で入居する方（婚約中の場合を含む）
②持ち家のない方
③現在、公営住宅に入居していない方
④収入が収入基準の範囲内で、それを証明できる方
⑤市税等に滞納がない方（市営住宅の場合）
⑥ 入居者および同居者が暴力団員による不当な行為の
防止等に関する法律第 2条第 6号に規定する暴力団
員でない方
【申込方法】
8 月 6 日㈪から（平日のみ）建築住宅グループと各支
所で配布する『入居申込書』に必要事項を記入し、 8
月 8日㈬から14日㈫の 9時～17時30分に建築住宅グル
ープに提出してください
【抽選日時・場所】
8 月21日㈫10時・市民会館大会議室
【鍵渡し日時・場所】
10月 1 日㈪ 9時～16時30分・建築住宅グループ

【収入基準】
区　　分 収入月額

入居者または同居者に障がいがある方
（障がいの程度に基準があります）

214,000円以下入居者が60歳以上で同居者も60歳以上
または18歳未満の方
未就学児のいる世帯
上記以外の方 158,000円以下

•入居を希望する住宅番号で申し込みください。
※複数申し込みはできません。
• 入居希望が募集戸数を超えたときは、住宅番号ごとに
公開抽選を行います。
※必ず抽選会に参加する必要はありません。
•団地内や住宅内では、犬・猫などは飼えません。
• 入居資格審査は、当選された方のみに行います。この
とき、入居要件を満たさなかった方の当選は無効とな
ります。

団地名 所在地 募集区分 住宅番号 広さ・階数 面積 家　賃
道
営 新　　川 新川町

4丁目 一般世帯 3－324 3 LDK・ 2階 73.6㎡ 22,600～44,300円

市
営

新　　生 新生町
2丁目

一般世帯 2－241 3 LDK・ 4階 68.5㎡ 18,100～35,600円
一般世帯 3－315 3 LDK・ 1階 65.9㎡ 17,700～34,700円

桜　　木 桜木町
4丁目

一般世帯 6－616 2 LDK・ 1階 68.1㎡ 22,100～43,400円
一般世帯 7－737 2 LDK・ 3階 68.1㎡ 22,600～44,400円

柏　　葉 柏木町
4丁目

一般世帯 3－332 3 LDK・ 3階 66.0㎡ 17,800～35,000円

一般世帯
5－521 3 LDK・ 2階 66.0㎡ 18,100～35,500円
5 －533 3 LDK・ 3階 66.0㎡ 18,100～35,500円

柏　　木 柏木町
１丁目

一般世帯 1－113 3 D K・ 1階 61.1㎡ 14,800～29,000円
一般世帯 3－321 3 D K・ 2階 61.1㎡ 14,800～29,000円

一般世帯
10－1031 3 D K・ 3階 63.6㎡ 15,700～30,800円
10－1034 3 D K・ 3階 63.6㎡ 15,700～30,800円

一般世帯 12－1244 3 D K・ 4階 60.1㎡ 14,800～29,100円

緑 ヶ 丘 常盤町
3丁目 一般世帯 3－333 3 LDK・ 3階 66.4㎡ 20,200～39,700円

千　　歳 千歳町
１丁目 一般世帯 3－352 3 LDK・ 5階 65.9㎡ 18,400～36,100円

幌 別 東 幌別町
8丁目

高齢・身障単
身または世帯 74Ｒ 2 －102 3 D K・ 1階 54.1㎡ 12,700～23,900円

単身 75Ｒ 2 －404 3 D K・ 4階 56.5㎡ 13,500～26,500円
単身 75Ｒ 3 －402 3 D K・ 4階 56.5㎡ 13,500～26,500円

高齢・身障単
身または世帯 75Ｒ 7 －205 3 D K・ 2階 52.9㎡ 12,600～24,800円

幌 別 東
1  号 棟

幌別町
8丁目 一般世帯 1－209 2 D K・ 2階 63.5㎡ 22,000～43,200円

登別温泉 登　別
温泉町 一般世帯 1－21 3 D K・ 4階 58.8㎡ 14,200～27,800円

見　　晴 登　別
温泉町 一般世帯 1－ 2 3 LDK・ 1階 66.3㎡ 17,000～33,500円
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体内の自然放射性物質

カリウム40
炭素14

ルビジウム87
鉛210・ポロニウム210

第4回

問い合わせ　環境対策グループ（クリンクルセンター内・☎85 2 9 5 8 ）

７月の空間放射線量測定記録７月の空間放射線量測定記録

　 7月号では、放射線と発がんリスクの関係について紹
介しました。
　今月のテーマは、自然界に存在する放射性物質につい
てです。
　前回と前々回でお知らせしたとおり、私たちは日常生
活で放射線を浴びながら生きていて、日本では平均して
年間1．48ミリシーベルト、一生涯では118ミリシーベル
トの放射線を浴びると言われています。
　今回は日常生活で浴びる放射線の１つ、自然界に存在
する自然放射線について紹介します。

市は、毎週火曜日、市内６カ所で測定器を使用し、空間放射線量を測定しています。
※掲載データは、市ホームページからもご覧になることができます。

※年間放射線量（ミリシーベルト）＝１時間当たりの放射線量（マイクロシーベルト）×24時間×365日÷1,000

7 月 3 日㈫ 7月10日㈫ 7月17日㈫
クリンクルセンター （13：30測定） 0.032 0.030 0.026
鷲別支所 （14：00測定） 0.026 0.024 0.034
登別支所 （14：30測定） 0.032 0.030 0.028
登別温泉支所 （15：00測定） 0.036 0.034 0.036
市民会館 （15：30測定） 0.024 0.028 0.024
ふぉれすと鉱山 （16：00測定） 0.034 0.036 0.036

単　　位：μＳv/h（１時間当たりのマイクロシーベルト）
測定高さ：地表面＋１㍍

　宇宙から地球には宇宙線という放射線の一種が絶え
ず降り注いでいて、高度が高くなるほど、より多くの
宇宙線を受けることになります。
　例えば、ジェット機で東京―ニューヨーク間を往復
（約20時間）したときに受ける放射線量は約0. 2ミリ
シーベルトとなります。

　普段口にする食べ物や飲み物にも放射性物
質は含まれています。
　例えば、カリウムは人間の体内の塩分を低
下させ、血圧の上昇を抑えるなど健康を保つ
ために必要不可欠な元素です。
　しかし、カリウムにはカリウム40という放
射性物質がごくわずか（0.012㌫程度）含ま
れていて、食べ物と一緒に体内に取り込まれ
ます。
　こうした微量の放射性物質は、時間の経過
によって少なくなったり、新陳代謝されるた
め、体内ではほぼ一定の割合に保たれていま
す。

　大地の岩石や土などにも放射性物質が含まれている
ものがあります。
　そのため、人は大地からも放射線を受けています。

　空気中にもラドンなどの放射性物質が含まれていて、
呼吸によって人はそれを体内に取り込んでいます。

宇宙からの放射線（年間0.3ミリシーベルト）

食物からの放射線（年間0.4ミリシーベルト）

大地からの放射線（年間0.4ミリシーベルト）

空気中からの放射線（年間0.4ミリシーベルト）

放射線の基礎知識放射線の基礎知識
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8 月13日㈪ 富浦墓地・第二富浦墓地行き
亀田霊園行き 無料墓参バスを運行します

≪富浦墓地・第二富浦墓地行きバス時刻表≫

≪亀田霊園行きバス時刻表≫

若草・幌別地区
停留所 時間

行　
　
　

き

上鷲別入口 10：00
旭ヶ丘団地 10：01
若草入口 10：02
若草中央 10：03
緑ヶ丘団地 10：04
千代の台団地 10：05
新生町１丁目 10：06
新生町 2丁目 10：07
富岸小学校前 10：08
道南バス若山営業所 10：09
総合体育館 10：11
桜木団地前 10：13
緑町 2丁目 10：14
登別大谷高校前 10：15
（旧）阪井商店前※ 10：17
山本内科医院前 10：21
セイコーマート
登別中央店前 10：22

労働福祉センター前 10：25
千歳町 4丁目 10：26
富浦墓地※ 10：35
第二富浦墓地※ 10：40

帰
り
第二富浦墓地※ 11：35
富浦墓地※ 11：40

幌別・登別地区
停留所 時間

行　
　
　

き

明日中等前 10：00
幌別西小学校前 10：01
市民会館前 10：02
幌別ホームストア前 10：03
社宅十字街 10：04
中央町 5丁目 10：05
幌別小学校前 10：06
幌別東小学校前 10：08
ソーダ工場前 10：09
クリンクルセンター前 10：10
幸町３丁目 10：12
すずらん団地 10：13
富浦駅前 10：15
登別駅前 10：20
登別 10：21
登別中学校前 10：22
登別小学校前 10：23
富浦墓地※ 10：25
第二富浦墓地※ 10：30

帰
り
第二富浦墓地※ 11：25
富浦墓地※ 11：30

美園・上鷲別・鷲別地区
停留所 時間

行　
　
　

き

札幌トヨタ上鷲別寮※ 10：00
松木商店前※ 10：03
鷲別中学校前 10：08
鷲別小学校前 10：09
東鷲別 10：10
はまなす団地 10：11
帝国酸素 10：13
西富岸 10：14
富岸 10：16
開発局前 10：17
あかしや団地 10：19
幌別本町 10：23
市役所入口 10：24
富浦墓地※ 10：30
第二富浦墓地※ 10：35

帰
り
第二富浦墓地※ 11：30
富浦墓地※ 11：35

※印は道南バス以外の停留所となります

ごみ箱は設置していません。

　墓前の供物などは、カラスや
キツネなどが食い荒らし、お墓
の周りを汚しますので、必ずお
持ち帰りください。

【行き】　富岸 2丁目バス停
　　　　　（イオン登別店前）
① ８ 時30分 ⑤10時30分
② ９ 時00分 ⑥11時00分
③ ９ 時30分 ⑦11時30分
④10時00分 ⑧12時00分

【帰り】　亀田霊園発

① ８ 時45分 ⑤10時45分
② ９ 時15分 ⑥11時15分
③ ９ 時45分 ⑦11時45分
④10時15分 ⑧12時30分

問い合わせ　市民サービスグループ（☎85 2 1 3 9 ）
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登別市長選挙・
登別市議会議員補欠選挙

8 月 5 日日　 7時～20時
※ 第11投票所（カルルス婦人研修の家）は
7時～17時。

※第12投票所（札内高原館）は 7時～18時。

投票できる方
満20歳以上の日本国民で、次の要件を満たしている方
１．平成 4年 8月 6日までに生まれた方
2． 平成24年 4 月28日までに転入の届出を済ませ、引き続き 3カ月
以上登別市に住所を有している方
※ 7 月19日までに転居届を出した方は新住所、 7月20日以降
に転居届を出した方は旧住所での投票所となります。
※転出された方は、投票することができません。

期日前投票
場　所 日　時

中央期日前投票所
市役所第 2庁舎
（登別市中央町 6丁目11）

7 月30日㈪～ 8月 4日㈯
8時30分～20時

鷲別期日前投票所
鷲別公民館
（登別市鷲別町 3丁目 3－ 4）

8月 2日㈭～ 4日㈯
8時30分～19時

投票所入場券を忘れずに
期日前投票の際は、入場券の裏面の
宣誓書に事前に記載してお持ちくだ
さい
※ 紛失などにより持参できない方も
投票することができます。

当日は臨時サイレンを
鳴らします
投票の呼び掛けと投票開始をお知ら
せする臨時サイレンを、 7時から30
秒間、消防署や各消防支署、各分遣
所で鳴らします

問い合わせ　選挙管理委員会事務局（☎85 9 1 4 3 ）

住宅用火災警報器設置状況調査の結果をお知らせします住宅用火災警報器設置状況調査の結果をお知らせします

設置率

70.3パーセント
（ 6月現在）

問い合わせ　消防署警備グループ（☎85 2 5 5 1 ）

　住宅火災での死者数は全国で毎年1,000人
を越えています。
　生命、財産を守るため、住宅用火災警報器
を早期に設置しましょう。
　市は、悪質な訪問販売を未然に防ぐため、
設置済シールを無料で交付しています。希望
する方は消防署警備グループへお越しくださ
い。

市内町別設置率
町　　名 設置率 町　　名 設置率

カ ル ル ス 町 73.9% 新 川 町 82.3%
中 登 別 町 90.3% 大 和 町 39.5%
登 別 港 町 88.9% 新 生 町 71.7%
新 栄 町 43.3% 鷲 別 町 65.4%
幌 別 町 74.7% 鉱山町・川上町 71.4%
中 央 町 76.2% 登 別 本 町 68.9%
片 倉 町 71.8% 富 浦 町 37.2%
桜 木 町 72.6% 千 歳 町 81.0%
緑 町 72.0% 常 盤 町 64.8%
富 岸 町 61.4% 富 士 町 69.9%
若 草 町 53.9% 青 葉 町 81.1%
上 登 別 町 47.3% 若 山 町 68.7%
登 別 東 町 71.1% 栄 町 63.3%
札 内 町 52.5% 美 園 町 70.1%
幸 町 84.4% 上 鷲 別 町 24.7%
来 馬 町 40.0% 登 別 温 泉 町 92.7%
柏 木 町 69.9%
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さ
ん
が
市
役
所

を
訪
れ
、
昨
シ
ー
ズ
ン
の
活
動
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

2
0
1
4
年
の
ソ
チ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を

目
指
す
宮
武
さ
ん
は
「
海
外
遠
征
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

経
験
を
し
て
、
技
術
・
メ
ン
タ
ル
と
も
に
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
昨
シ
ー
ズ
ン
を
評
価
。
そ

の
成
長
を
示
す
よ
う
に
、
4
月
の
全
日
本
選
手
権
で

は
準
優
勝
と
い
う
結
果
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
『
宮
武
祥
子
後
援
会
』
の
後
援
活
動
に
も

感
謝
を
述
べ
「
自
分
一
人
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
思

い
が
、
集
中
力
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

（
宮
武
さ
ん
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://www.takes

ho.org

）

　

7
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
、
幌
別

北
駅
前
通
り
と
ら
い
ば
公
園
、
中

央
町
2
丁
目
買
物
駐
車
場
で
『
第

16
回
の
ぼ
り
べ
つ
豊
水
ま
つ
り
2

0
1
2
』
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
登
別
の
豊
か
な

自
然
と
水
に
感
謝
す
る
ま
つ
り
と

し
て
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

初
日
は
、
幼
稚
園
児
の
か
わ
い

ら
し
い
遊
戯
で
開
幕
。
ジ
ャ
ン
ケ

ン
大
会
な
ど
の
ゲ
ー
ム
の
ほ
か
、

太
鼓
の
共
演
が
行
わ
れ
、
ま
つ
り

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

夜
に
は
、
市
民
団
体
や
地
元
企

業
な
ど
か
ら
約
300
人
の
踊
り
手
が

参
加
し
た
大
群
舞
『
豊
水
ト
ン
ト

ン
』
が
行
わ
れ
、
個
性
あ
る
掛
け

声
と
華
麗
な
舞
い
に
、
沿
道
の
市

民
か
ら
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、
約
30
人
の
子
ど
も

に
よ
る
『
ち
び
っ
こ
浴
衣
シ
ョ
ー
』

や
バ
ン
ド
演
奏
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会

な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
は
、
夏
の

ま
つ
り
を
楽
し
む
大
勢
の
市
民
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

宮
武
祥
子
選
手
シ
ー
ズ
ン
終
了
報
告

  

第第
1616
回
の
ぼ
り
べ
つ
豊
水
ま
つ
り

回
の
ぼ
り
べ
つ
豊
水
ま
つ
り
2
0
1
2

2
0
1
2

ソ
チ
五
輪
を
目
指
し
て

心
技
と
も
に
成
長

7
 3

7/
14･15

ま
つ
り
を
楽
し
む
市
民
の

笑
顔
が
あ
ふ
れ
た
2
日
間

▲ 小笠原市長に今シーズンの活動を報告する宮武さん（右）
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7
月
4
日
㈬
、
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

『
親
子
で
流
し
そ
う
め
ん
』
（
市
主
催
）
が
行
わ
れ
、

30
組
の
親
子
が
夏
の
風
物
詩
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

5
本
の
雨
ど
い
を
つ
な
げ
て
作
ら
れ
た
、
全
長
約

8
㍍
の
流
し
そ
う
め
ん
台
に
、
そ
う
め
ん
が
流
さ
れ

る
と
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
わ
ー
っ
」
と
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
流
れ
て
く
る
そ
う
め
ん
を
慣
れ

な
い
箸
や
フ
ォ
ー
ク
を
使
っ
て
一
生
懸
命
す
く
い
取

り
な
が
ら
、
口
い
っ
ぱ
い
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　

30
人
分
用
意
さ
れ
た
そ
う
め
ん
は
、
約
10
分
で
完

食
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
お
腹
を
満
た
し
ま
し
た
。

　

7
月
8
日
㈰
、
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
『
リ
サ

イ
ク
ル
ま
つ
り
’12
イ
ン
登
別
・
白
老
』
（
登
別
市
・

白
老
町
主
催
）
が
行
わ
れ
、
市
民
な
ど
約
2
千
人
が

来
場
し
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
た
い
肥
が
も
ら
え
る
『
ク
リ
ン
ク
ル
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
』
は
好
評
で
、
開
始
前
か
ら
長
い
行
列
。

会
場
に
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
風
力
発
電
装

置
が
展
示
さ
れ
、
見
学
者
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た
『
釣
り
大
会
』

や
『
風
車
工
作
教
室
』
な
ど
に
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
は
、
楽
し
み
な
が
ら
エ
コ
体
験
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

7
月
１
日
㈰
〜
4
日
㈬
、
市
内
で
Ｗワ

ウ

ワ

ウ

Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
（
Ｂ
Ｓ
）
の
連
続
ド
ラ
マ

『
プ
ラ
チ
ナ
タ
ウ
ン
』
の
撮
影
が
行
わ
れ
、
北
海
道
出
身
の
俳
優
・
大お

お

泉い
ず
み

洋よ
う

さ

ん
の
ほ
か
、
壇だ

ん

れ
い
さ
ん
、
平ひ

ら

山や
ま

浩ひ
ろ

行ゆ
き

さ
ん
な
ど
の
出
演
者
が
撮
影
に
臨
み
ま

し
た
。

　

こ
の
ド
ラ
マ
は
、
大
泉
さ
ん
演
じ
る
主
人
公
が
、
働
い
て
い
た
商
社
を
辞
め
、

財
政
危
機
の
故
郷
『
緑
原
町
』
の
町
長
に
立
候
補
し
、
当
選
後
は
、
高
齢
者
施

設
に
大
型
商
業
施
設
な
ど
の
施
設
を
併
設
す
る
『
巨
大
老
人
テ
ー
マ
パ
ー
ク
』

の
建
設
に
奔
走
す
る
姿
を
描
く
も
の
で
す
。

　

撮
影
地
と
な
っ
た
登
別
温
泉
や
カ
ル
ル
ス
温
泉
、
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
、
登
別
マ
リ

ン
パ
ー
ク
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
な
ど
で
は
、
市
民
130
人
が
エ
キ
ス

ト
ラ
と
し
て
出
演
し
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
撮
影
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

ド
ラ
マ
は
、
8
月
19
日
㈰
〜
9
月
16
日
㈰
の
毎
週
日
曜
日
22
時
か
ら
放
送
さ

れ
ま
す
。

親
子
で
流
し
そ
う
め
ん

リ
サ
イ
ク
ル
ま
つ
り
'12
イ
ン
登
別
・
白
老

連
続
ド
ラ
マ
『
プ
ラ
チ
ナ
タ
ウ
ン
』
撮
影

連
続
ド
ラ
マ
『
プ
ラ
チ
ナ
タ
ウ
ン
』
撮
影

30
人
分
の
そ
う
め
ん

あ
っ
と
い
う
間

遊
び
を
と
お
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
体
験

7
 4

7
 8

7/1
～4

大
泉
洋
さ
ん
主
演
ド
ラ
マ
を

登
別
で
撮
影

▲すくったそうめんをほおばる子どもたち

▲ペットボトルとふたを分別する子どもたち

▲ （上）撮影に臨む大泉洋さん（左）と平山浩之さん
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人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

西
い
ぶ
り
生
活
情
報
メ
ー
ル
配
信

西
い
ぶ
り
生
活
情
報
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

も
っ
と
身
近
に

も
っ
と
便
利
に

　

室
蘭
市
、
登
別
市
、
伊
達
市
、
壮

瞥
町
、
洞
爺
湖
町
、
豊
浦
町
の
西
胆

振
6
市
町
で
は
、
西
い
ぶ
り
定
住
自

立
圏
連
携
事
業
と
し
て
、
生
活
に
密

着
し
た
情
報
を
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
の
Ｅ
メ
ー
ル
に
配
信
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
各
市
町
が

共
同
で
配
信
し
て
い
る
メ
ー
ル
と
、

登
別
市
が
単
独
で
配
信
し
て
い
る
メ

ー
ル
を
毎
月
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

登
録
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

メ
ー
ル
の
受
信
に
は
通
信
料
が
掛

か
り
ま
す
。

登録方法

① 携帯電話やパソコン
で、お好みのメール
のアドレスに『空メ
ール』を送信

② 自動返信される
メールに記載さ
れているＵＲＬ
をクリック

③ 追加情報を登録して完了（登録が不
要なものもあります）

※ 『空メール』は、件名・本文などを
記載しないメールのことです。

※ 携帯電話で迷惑メール拒否設定をし
ている方は、『@ml.nishi-iburi.jp』
『@city.noboribetsu.lg.jp』からの
メールを受信できるようあらかじめ
設定してください。

※ 迷惑メールの設定などについては、
ご利用の通信業者へお問い合わせく
ださい。

問い合わせ　政策推進グループ（☎85 6 5 8 6 ）

おはなしぽけっと
　

『
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
』
は
昭

和
55
年
に
結
成
さ
れ
た
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

現
在
は
20
歳
代
か
ら
60
歳
代
の

20
人
の
メ
ン
バ
ー
で
、
毎
月
第
4

土
曜
日
、
市
立
図
書
館
で
絵
本
や

紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
各
小
・
中
学
校
や
児

童
館
な
ど
で
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

「
絵
本
は
、
字
を
覚
え
た
り
、

勉
強
す
る
た
め
の
道
具
で
は
な
く

子
ど
も
の
心
を
豊
か
に
す
る
た
め

の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
楽
し
い

こ
と
や
怖
い
こ
と
、
わ
く
わ
く
・

ど
き
ど
き
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
、
親
子
で
一
緒
に
読
む
こ
と
で
、

心
の
触
れ
合
い
が
生
ま
れ
ま
す
」

「
読
み
聞
か
せ
は
、
一
生
懸
命
耳

を
傾
け
、
物
語
の
世
界
に
入
り
込

ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
の
表
情
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
幸
せ

で
す
」
と
絵
本
と
読
み
聞
か
せ
の

魅
力
を
話
す
の
は
、
サ
ー
ク
ル
副

代
表
の
山や

ま

下し
た

智と
も

美み

さ
ん
。

　

サ
ー
ク
ル
で
は
、
読
み
聞
か
せ

の
ほ
か
に
、
手
遊
び
や
エ
プ
ロ
ン

に
布
人
形
を
貼
り
付
け
て
物
語
を

紹
介
す
る
『
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
』

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
を
借
り
に
来
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
昨
年
か
ら
活
動
に
参
加

し
て
い
る
上う

え

坂さ
か

利と
し

子こ

さ
ん
は
「
絵

本
は
絵
を
見
て
い
る
だ
け
で
も
素

晴
ら
し
い
、
先
輩
が
紹
介
し
て
く

れ
た
本
を
300
冊
く
ら
い
読
ん
で
、

絵
本
の
奥
深
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

も
っ
と
早
く
こ
の
サ
ー
ク
ル
と
巡

り
合
い
た
か
っ
た
で
す
ね
」
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

入
会
を
希
望
す
る
方
は
、
山
下

さ
ん
（
☎
87
1
5
5
2
）
ま
で
。

絵本をとおして、わくわく・
ドキドキ体験、心のふれあ
いを楽しみませんか

ご
み
の
日
メ
ー
ル

（
登
別
市
単
独
コ
ン
テ
ン
ツ
）

　

住
ん
で
い
る
地
域
を
登
録
し
て
お

く
だ
け
で
、
ご
み
収
集
日
の
前
日
に

収
集
日
を
お
知
ら
せ
す
る
メ
ー
ル
が

届
き
ま
す
。

　

忙
し
く
て
つ
い
忘
れ
て
し
ま
う
方

に
、
お
す
す
め
で
す
。

ＱＲコード

nobogomi@
ml.nishi-iburi.jp

http://www.

クリック
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『
▼
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

くらしのガイド
市や国、道からのお知らせ

月の粗大ごみ収集９
申し込み　㈲登和清掃（☎88 0 2 0 0 ）
※土・日曜日、祝日を除く 9時～17時。
※ 電話番号のかけ間違えに十分注意く
ださい。

※ 粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１
枚160円）』を張って出してください。

　（１回につき 5品まで）

問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内）

☎85 2 9 5 8

地　区 収集期間 申込期間

中央町 9月 3日㈪～
9月 8日㈯

8月20日㈪～
8月31日㈮

千歳町 9月10日㈪～
9月15日㈯

8月27日㈪～
9月 7日㈮

青葉町、緑町、
鉱山町、川上町

9月17日㈪～
9月22日㈯

9月 3日㈪～
9月14日㈮

カルルス町、上
登別町、登別温
泉町、中登別町

9月24日㈪～
9月29日㈯

9月10日㈪～
9月21日㈮

く
ら
し
と

住
ま
い

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
・

排
水
設
備
工
事
指
定
店
の
解
除

を
し
ま
す

▼
事
業
者
・
指
定
店　

新
晃
設
備
工
業
㈱

▼ 

問
い
合
わ
せ　

水
道
Ｇ
（
☎
85
5
5
1

0
）
、
下
水
道
Ｇ
（
☎
85
9
0
5
2
）

登
別
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
・

排
水
設
備
工
事
指
定
店
の
住
所

が
変
更
し
ま
し
た

　

『
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
』
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
過

酸
化
水
素
付
加
物
が
、
消
防
法
上
の
第
１

類
の
危
険
物
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

危
険
物
を
貯
蔵
ま
た
は
取
り
扱
う
と
き

は
、
数
量
に
よ
り
消
防
法
ま
た
は
登
別
市

火
災
予
防
条
例
の
規
制
を
受
け
ま
す
。

　

消
防
法
に
基
づ
く
規
制
は
、
政
令
で
必

要
な
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
登
別
市
火
災
予
防
条
例
に
基
づ

く
規
制
は
、
必
要
な
経
過
措
置
を
条
例
の

附
則
に
設
け
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
7
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
総
務
Ｇ

 

（
☎
85
9
6
1
1
）

▼
事
業
者
・
指
定
店　

創
栄
設
備
工
業
㈱

• 

変
更
前　

室
蘭
市
日
の
出
町
2
丁
目
21

番
12
号

• 

変
更
後　

室
蘭
市
日
の
出
町
1
丁
目
5

番
4
号

▼ 

問
い
合
わ
せ　

水
道
Ｇ
（
☎
85
5
5
1

0
）
、
下
水
道
Ｇ
（
☎
85
9
0
5
2
）

指定ごみ袋等取扱店と
クリーンチケット取扱店の指定
セブンイレブン登別若草町店
（若草町）

室蘭警察署（☎46 0 1 1 0 ）
からのお知らせ

ワンドア・ツーロックの励行を
　 8月は、夏休み、お盆などで家
を空ける機会が増えますが、玄関
や窓には、 2カ所以上に鍵をかけ
る『１（ワン）ドア・ 2（ツー）
ロック』を励行しましょう。

広
報
の
ぼ
り
べ
つ
に
掲
載
す
る
広
告
を

募
集
し
て
い
ま
す

 

政
策
推
進
Ｇ
（
☎
85
6
5
8
6
）

住民基本台帳法が改正されました
（平成24年 7 月 9 日施行）
◎外国人住民の住民票が
　作成されました
• 中長期在留者などの外国人住民に
住民票が作成されました。
• 日本人と外国人で構成される世帯
にも、世帯全員が記載された住民
票の写しの発行ができるようにな
りました。
• 外国人住民が引っ越しする場合は、
日本人の場合と同様に転入・転出・
転居などの手続が必要となります。

◎住民基本台帳カードを転入先でも
　継続して使用できます
　住民基本台帳カード（住基カード）を持
っている方が他の市区町村へ引っ越すとき
に、住基カードを返納する必要がなくなり、
引っ越し先でも継続して使用することがで
きます。
　転入手続きのとき、住基カードを転入す
る市区町村へ提出し、継続利用の手続きを
行ってください。
　外国人住民の住基カードは平成25年度か
ら取得できるようになります。

問い合わせ　市民サービスグループ
 （☎85 1 8 5 5 ）
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『
▼
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

年
金
・
医
療

福　

祉

土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
の
解
除
と
指

定
が
あ
り
ま
し
た

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

平
和
を
祈
っ
て
黙
と
う
を

お
願
い
し
ま
す

戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す

旧
戦
域
で
慰
霊
追
悼
と
友
好
親

善
を
図
る
『
慰
霊
友
好
親
善
事

業
』
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度

（
納
付
可
能
期
間
の
延
長
）
が

始
ま
り
ま
す

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
平
成
24
年

10
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
9
月
30
日
ま
で

の
3
年
間
に
限
り
、
過
去
10
年
以
内
の
納

め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
、
後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

後
納
保
険
料
の
納
付
は
、
事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

※ 

審
査
の
結
果
、
後
納
制
度
を
利
用
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

※ 

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
（
繰
上
げ

受
給
者
を
含
む
）
と
満
65
歳
以
上
で
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を
有
し
て
い

る
方
は
、
後
納
制
度
の
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ　

室
蘭
年
金
事
務
所
国
民

年
金
課
（
☎
㉔
7
1
0
4
）

▼ 

指
定
解
除
お
よ
び
指
定
区
域　

①
登
別

温
泉
町
6
、
②
登
別
温
泉
町
9
、
③
登

別
温
泉
町
12
、
④
登
別
温
泉
町
10
、
⑤

登
別
温
泉
町
11
、
⑥
青
葉
町

▼
告
示
日　

6
月
15
日

※ 

詳
し
く
は
、
総
務
グ
ル
ー
プ
に
備
え
付

け
の
関
係
図
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
Ｇ

 

（
☎
85
1
1
3
0
）

　

原
爆
死
没
者
と
戦
争
犠
牲
者
を
追
悼
し
、

世
界
の
恒
久
平
和
の
確
立
を
祈
念
す
る
た

め
、
消
防
署
と
各
支
署
な
ど
で
１
分
間
の

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

▼ 

日
時　

8
月
6
日
㈪　

8
時
15
分
（
広

島
市
原
爆
の
日
）
、
8
月
9
日
㈭　

11

時
2
分
（
長
崎
市
原
爆
の
日
）
、
8
月

15
日
㈬　

12
時
（
戦
没
者
を
追
悼
し
平

和
を
祈
念
す
る
日
）

▼
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
Ｇ

 

（
☎
85
1
9
1
1
）

　

戦
没
者
の
霊
を
慰
め
、
追
悼
の
意
を
表

し
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
た
め
、

戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　

8
月
21
日
㈫　

10
時
〜

▼
場
所　

市
民
会
館

▼
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

※ 

戦
没
者
の
遺
族
で
出
席
案
内
が
届
い
て

い
な
い
方
は
、
8
月
17
日
㈮
ま
で
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
Ｇ

 

（
☎
85
1
9
1
1
）

▼
対
象　

戦
没
者
の
遺
児

▼
参
加
料　

9
万
円

▼
実
施
地
域　

パ
ラ
オ
諸
島
、
中
国
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ　

㈶
日
本
遺
族
会
事
務
局

 

（
☎
03

－

3
2
6
1

－

5
5
2
1
）

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
め
忘
れ
た
ま

ま
2
年
を
超
え
る
と
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

く
ら
し
と
住
ま
い
の
つ
づ
き

児童扶養手当現況届と児童扶養手当現況届と
特別児童扶養手当所得状況届を特別児童扶養手当所得状況届を

受け付けします受け付けします

問い合わせ　子育てグループ
（☎85 5 6 3 4 ）

ご存じですか
子育てに関する制度

問い合わせ
子育てグループ
（☎85 5 6 3 4 ）

　各手当の受給者には手続書類
を送付しますので、必ず期間中
に提出してください。
　なお、届け出がない場合は 8
月分以降の手当が支給停止とな
ります。

▼提出期間
•児童扶養手当現況届
　 8月１日㈬～31日㈮
• 特別児童扶養手当所得状況届
　 8月10日㈮～ 9月10日㈪

▼提出場所　子育てグループ

～出張受け付けを行います～
• 8月22日㈬　13時～16時
　鷲別公民館
• 8月23日㈭　10時～12時
　登別温泉ふれあいセンター
• 8月24日㈮　10時～12時
　婦人センター

○児童手当

▼対象　中学校修了前までの児童を養育している世帯

▼月額　
• 3歳未満　 1万5,000円
• 3歳～小学生　１万円（第 3子以降は１万5,000円）
•中学生　１万円
※養育者の所得が一定額以上のときは一律5,000円。
○児童扶養手当

▼  対象　満18歳になる年の年度末までの児童を養育し
ているひとり親世帯
※ 心身に政令で定める程度の障がいのある児童は20歳
未満。

▼月額
• 4万1,430円
•第 2子は5,000円、第 3子以降は3,000円を加算
※ 養育者の所得が一定額以上のときは減額または、支
給されません。

○特別児童扶養手当

▼  対象　心身に政令で定める程度の障がいのある20歳
未満の児童を養育している世帯

▼月額
•重度の障がいのある児童　 5万　400円
•中度の障がいのある児童　 3万3,570円
※養育者の所得が一定額以上のときは支給されません。
○災害遺児手当

▼  対象　父母または父母のいずれかが災害（交通事故、
労働災害を含む）により死亡または重度の障がいの
状態になった小・中学校に在学する児童がいる世帯

▼月額　児童一人につき１万円
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計
画
・
税

財
政

雇
用
・
労
働

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収

第
3
期
）
、
介
護
保
険
料
（
普

通
徴
収
第
2
期
）
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴
収
第

2
期
）
の
納
期
限
は
8
月
31
日

㈮
で
す

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

（
2
期
）
納
期
限
は
8
月
31
日

㈮
で
す

ご
存
じ
で
す
か

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

調
理
技
術
審
査
・
技
能
検
定

試
験
を
実
施
し
ま
す

　

納
付
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎

85
1
7
7
1
）
、
高
齢
・
介
護
Ｇ
（
☎

85
5
7
2
0
）
、
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

（
☎
85
2
1
3
7
）

　

納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

税
務
Ｇ

 

（
☎
85
1
1
5
5
）

　

こ
の
制
度
は
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

▼
受
験
案
内
配
布
期
間

•
郵
送　

8
月
22
日
㈬
〜
9
月
26
日
㈬

•
窓
口　

8
月
22
日
㈬
〜
10
月
5
日
㈮

▼ 

内
容　

日
本
料
理
、
西
洋
料
理
、
麺
料

理
▼
試
験
地　

札
幌
市
な
ど

▼ 

問
い
合
わ
せ　

㈳
調
理
技
術
技
能
セ
ン

タ
ー
（
☎
03

－

3
6
6
7

－

1
8
6
7
）

•
社
外
積
み
立
て
で
、
管
理
も
簡
単
で
す

•
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す

• 

掛
金
は
全
額
非
課
税
で
手
数
料
も
掛
か

り
ま
せ
ん

▼ 

問
い
合
わ
せ　

中
小
企
業
退
職
金
共
済

事
業
本
部
（
☎
03

－

6
9
0
7

－

1
2

3
4
）

平成24年度事務事業評価について、平成24年度事務事業評価について、
意見を募集します意見を募集します

　パブリックコメント制度に基づき、事務事業
評価調書（平成23年度実施事業）を公表し、皆
さんから意見を募集します。
　今年度の事務事業評価は、より一層来年度の
事業改善・予算に反映できるよう、時期を早め
て実施しています。
　いただいた意見は、事務事業の改善などの検
討に活用します。

案件の概要・目的
　事務事業評価は、市が行った事務事業の有
効性や必要性を客観的に評価・点検し、事業
の適正化・効率化を図ることと、行政運営の
透明性を確保し、市民の皆さんへの説明責任
を果たすことを目的としています。

【募集期限】　 8月31日㈮
【 資料の閲覧】　本案の全文は、市役所市民コ
ーナーや各支所、市民会館、市立図書館、市
民活動センター、政策推進グループに備え付
けるほか、市ホームページにも掲載します

【 意見の例】　『○○事業は、△△のように改
善すればもっと市民が利用しやすくなる』な
ど、皆さんの意見をお寄せください

【 意見の提出方法】　各閲覧場所に備え付けの
専用用紙か任意の用紙に①案件名②住所③氏
名④電話番号⑤意見を記入し、政策推進グル
ープへ郵送（〒059 ‒ 8701 登別市中央町 6丁
目11）またはＥメール（seisaku@city.nob
oribetsu.lg.jp）、ファクス、閲覧場所備え
付けの意見投函箱に投函してください

※ 電話や来庁による口頭でのご意見はお受けで
きません。

【 意見に対する回答】　寄せられた意見に対す
る市の考え方をホームページに掲載（住所、
氏名、電話番号は公表しません）するほか、
市役所市民コーナー、各支所、市民会館、市
立図書館、市民活動センター、政策推進グル
ープに閲覧用ファイルを備え付けます

※ 意見を提出された方に対して個別の回答は行
いません。

問い合わせ　政策推進グループ　
（☎85 1 1 2 2 、思85 1 1 0 8 ）
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『
▼
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

募　

集

雇
用
・
労
働
の
続
き

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

試
験
を
行
い
ま
す

求
職
中
の
障
が
い
者
の
入
校
前

適
性
相
談
を
実
施
し
ま
す

国
際
理
解
講
座
を
開
催
し
ま
す

あ
な
た
も
地
域
福
祉
の
サ
ポ
ー
タ
ー

特
別
会
員
・
賛
助
会
員
を

募
集
し
ま
す

自
衛
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

市民活動センターの
指定管理者を募集します

年
間
を
通
じ
て
会
員
会
費
へ
の
協
力
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

8
月
は
会
員
募
集
強
化
月
間
で
す
。

　

会
員
と
な
っ
て
地
域
福
祉
（
き
ず
な
）

活
動
を
一
緒
に
応
援
し
ま
せ
ん
か
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
会
員
の
種
類

• 

特
別
会
員
（
福
祉
施
設
・
病
院
・
福
祉

団
体
な
ど
）

• 

賛
助
会
員
（
商
店
・
企
業
・
篤
志
家
な

ど
）

※
会
費
は
ど
ち
ら
も
１
口
１
千
円
か
ら
。

▼ 

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

 

（
☎
88
0
8
6
0
）

㈮
▼
試
験
日　

9
月
17
日
㈪

◎
自
衛
官
候
補
生

▼ 

応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
（
採

用
時
年
齢
）
の
方

▼
受
付
期
間

•
男
性　

随
時
受
け
付
け

•
女
性　

8
月
１
日
㈬
〜
9
月
7
日
㈮

▼
試
験
日

•
男
性　

受
け
付
け
時
に
お
知
ら
せ

• 

女
性　

9
月
23
日
㈰
〜
26
日
㈬
の
指
定

す
る
１
日

◎
海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学
生

▼ 

応
募
資
格　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
（
平

成
25
年
4
月
１
日
現
在
）
の
方

▼ 

受
付
期
間　

8
月
１
日
㈬
〜
9
月
7
日

㈮
▼
試
験
日　

9
月
22
日
㈯

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

本
部
室
蘭
地
域
事
務
所
（
☎
44
9
5
3

3
）

▼ 

調
査
区
域　

若
山
町
１
〜
4
丁
目
の
一

部
▼ 

調
査
対
象　

7
月
31
日
現
在
で
、
常
用

労
働
者
を
１
〜
4
人
雇
用
し
て
い
る
事

業
所

※ 

調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、
8
月

か
ら
9
月
に
か
け
統
計
調
査
員
が
訪
問

し
ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ　

北
海
道
統
計
課
労
働
統

計
Ｇ
（
☎
011

－

204

－

5
1
4
6
）

▼
日
時　

10
月
30
日
㈫　

13
時
30
分

▼
試
験
地　

室
蘭
市

※
試
験
講
習
会
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
受
験
料　

5
千
円

※ 

問
題
集
、
テ
キ
ス
ト
の
購
入
を
希
望
す

る
方
は
、
㈳
日
本
下
水
道
協
会
総
務
課

▼
実
施
期
間　

平
成
25
年
3
月
15
日
ま
で

※ 

詳
し
く
は
、
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
（
☎
0
1
2
5

－

52

－
2

7
7
4
）
ま
た
は
室
蘭
公
共
職
業
案
定

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

諸
外
国
の
生
活
や
文
化
な
ど
の
理
解
を

深
め
る
た
め
、
『
国
際
理
解
講
座
』
を
開

催
し
ま
す
。

▼ 

月
日　

①
8
月
23
日
㈭
、
②
9
月
6
日

㈭
▼
時
間　

10
時

▼
場
所　

市
民
会
館

▼ 

内
容　

『
デ
ン
マ
ー
ク
の
家
庭
料
理
作

り
』

▼ 

講
師　

ヨ
セ
フ
ィ
ー
ヌ
・
イ
エ
ン
セ
ン

さ
ん
（
登
別
デ
ン
マ
ー
ク
協
会
研
修
生
）

▼ 

定
員　

20
人
（
申
込
順
）

▼
参
加
料　

500
円

▼ 

申
込
期
限　

①
8
月
16
日
㈭
、
②
8
月

30
日
㈭

▼
問
い
合
わ
せ　

政
策
推
進
Ｇ

 

（
☎
85
1
1
2
2
）

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
市
民
参
加
に
よ

る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

◎
一
般
曹
候
補
生

▼ 

応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
（
平

成
25
年
4
月
１
日
現
在
）
の
方

▼ 

受
付
期
間　

8
月
１
日
㈬
〜
9
月
7
日

　市は、市民活動センターの管理・
運営を民間の手法を用いた弾力性や
柔軟性のある施設運営を行うことで、
施設の設置目的を効果的に達成し、
市民活動の活性化を一層推し進める
ために、平成25年 4 月１日から指定
管理制度の導入を予定しています。

▼  対象　法人やその他の団体、また
は法人などのグループ

▼  指定管理期間　平成25年 4 月～平
成30年 3 月（ 5年間）

▼  募集書類配布　 8月 7日㈫～ 9月
24日㈪

▼募集説明会　 8月17日㈮

▼申込期限　 9月24日㈪

（
☎
03

－

6
2
0
6

－

0
2
5
1
）
。

▼ 

申
し
込
み　

9
月
3
日
㈪
〜
12
日
㈬
に

下
水
道
Ｇ
（
☎
85
9
0
5
2
）

問い合わせ　政策推進グループ
（☎85１１２２）

広報のぼりべつ2012年 8月号 18
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困った！
ときにはまず相談
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談

9 月15日㈯
9時30分～12時 鉄南ふれあいセンター 交通事故や金銭貸借、損害賠

償、離婚など
担当弁護士：八

や

木
ぎ

橋
はし

俊
しゅん

介
すけ

さん
定員：各 6人（申込順）

9月 7日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

9 月 5 日㈬以降
※ 本人から弁護士に相
談日を電話予約。

担当弁護士事務所
8月30日㈭までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

8 月25日㈯
9時30分～12時 鉄南ふれあいセンター

相続や遺言、各種契約など、
官公署に提出する書類など
定員：10人（申込順）

8月24日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

市民生活相談 随時 市民サービスグループ 市民生活や多重債務、ＤＶ 市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

消費生活相談
随時
※ 登別消費者協会は火
～金曜日の10時～16
時。

消費生活センター
登別消費者協会（労働
福祉センター内）

消費生活
消費生活センター
（☎85 3 4 9 1 ）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7 ）

人権相談所 月～金曜日
8時30分～17時15分

札幌法務局室蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、うわさや暴言による
嫌がらせ、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1 ）

障がいのある方の
就労相談窓口

8 月16日㈭
14時～ 障害福祉グループ 障がいのある方の就労や雇用

8月 9日㈭までに
障害福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2 ）

夜間・土曜納税相
談窓口

8 月30日㈭・31日㈮
…20時まで
9月 1日㈯… 9時～
17時

税務グループ 市税や給食費、公営住宅料、
保育料などの納付（入）

税務Ｇ
（☎85 1 1 5 5 ）

一日行政相談 8 月15日㈬
10時～12時

登別郵便局
（ＪＲ幌別駅西口前）

国や特殊法人、北海道、市の
業務の苦情や意見、要望

政策推進Ｇ
（☎85 6 5 8 6 ）

キャリアサポート
のぼりべつ

水・金曜日
8時30分～17時 職業訓練センター

（青葉町） 就職活動などで抱える不安や
悩みなど

登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0 ）

月～金曜日
17時以降（予約制）
土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談

月～金曜日（祝日を
除く）10時～16時

登別労働会館
（千歳町 3丁目） 解雇や労働条件の引き下げ、

いじめなど

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

8 月21日㈫・31日㈮
10時～16時 鉄南ふれあいセンター

希望日の１週間前までに
連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

広報のぼりべつ2012年 8月号19 困った！ときにはまず相談



　
　

は
『
子
育
て
』　
　

は
『
健
康
』
に
関
す
る
記
事
を
示
し
ま
す
。

乳幼児健康相談　　診査
問い合わせ
健康推進グループ（☎85 0 1 0 0 ）

※場所はいずれもしんた21

4 カ月児健康診査、10カ月児健康相談、 1歳 6カ月児健康診査、 3歳児健康診査の時間は、
対象となる家庭に通知します。乳幼児健康相談は事前に申し込みください。

すくすく

子育て 健　康
いきいき

親子バス遠足に
参加しませんか

▼  日時　 9月11日㈫　 9時30分～
13時

▼場所　ふぉれすと鉱山

▼  対象　市内居住の１歳 6カ月～
未就学の子どもとその保護者

▼定員　15組（申込順）
※初めて参加する方を優先します。

▼  持ち物　昼食、敷物、着替え、
タオル、動きやすい服装など

▼  申し込み　 8月27日㈪～31日㈮
に登別子育て支援センター（☎
80 2 7 7 2 ）

移動子育て支援
センターを開設します

▼月日・場所
• 8月 8日㈬　鷲別公民館
• 8 月29日㈬　若草放課後児童ク
ラブ

▼時間　10時～12時
▼  対象　市内居住の未就学児とそ

の保護者

▼持ち物　上履き（保護者とも）
※両会場とも駐車場があります。
※当日直接会場にお越しください。

▼  問い合わせ　中央子育て支援セ
ンター（☎81 3 7 1 5 ）

『水とあそぼうパート 2』
を開催します

▼日時　 8月27日㈪　10時～12時

▼場所　市民プール『らくあ』

▼対象　 2・ 3歳児とその保護者

▼  内容　インストラクターによる
親子体操など

▼定員　30組（申込順）
※初めて参加する方を優先します。

▼持ち物　
• 子ども　水着、水泳帽、バスタ
オル（排泄が完了していない子
どもは水遊び用パンツ着用）
• 保護者　Ｔシャツ、半ズボン、
水泳帽、バスタオル
※ 保護者は入館料500円が掛かり
ます。

▼  申し込み　 8月 6日㈪～ 9日㈭
に中央子育て支援センター（☎
81 3 7 1 5 ）

お父さんと遊ぼう！

▼日時　 8月18日㈯　10時～12時

▼場所　登別子育て支援センター

▼  対象　市内居住の未就学児とそ
のお父さん

▼  内容　絵本や遊具を使った自由
遊び、外遊び
※当日直接会場へお越しください。

▼  問い合わせ　登別子育て支援セ
ンター（☎80 2 7 7 2 ）

診査・相談名 月　日 対　象 内　　容 持ち物

4カ月児
健康診査 9 月20日㈭

平成24年 4 月16日～
平成24年 5 月15日
生まれのお子さん

診察、身体計測、栄
養相談、育児相談 母子健康手帳

バスタオル、
替えオムツ10カ月児

健康相談 9 月26日㈬ 平成23年11月生まれ
のお子さん

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹
介

1 歳 6 カ月児
健康診査 9 月12日㈬ 平成23年 2 月生まれ

のお子さん

診察、歯科検診、身
体計測、栄養相談、
歯科相談、育児相談、
フッ素塗布（希望者
800円） 母子健康手帳

お子さんの歯
ブラシ

3 歳児
健康診査 9 月 6 日㈭ 平成21年 8 月生まれ

のお子さん

診察、歯科検診、尿
検査、身体計測、栄
養相談、歯科相談、
育児相談

乳幼児
健康相談

9 月26日㈬
10時30分～11時

育児相談を希望する
方

発育・発達・育児・
栄養などの相談 母子健康手帳

広報のぼりべつ2012年 8月号 20すくすく子育て　いきいき健康



『かろやか教室』に
参加しませんか

きらり健康ふれあいウォーキング
『ウォーキングマップ』を手に歩くことから健康をはじめましょう

▼場所・月日

▼時間　10時～12時
※ 10月以降の日程は、お問い合
わせください。

▼  対象　市内居住の65歳以上で、
軽い運動のできる方

▼  内容　足腰強化や脳活性化に
効果的な『かろやか体操』や
レクリエーション、健康に関
する講話など

▼定員　
•②⑤⑥は各30人（申込順）
•①③④は若干名（申込順）

▼  持ち物　タオル、飲み物、上
履き（①のみ）
※ 動きやすい服装と靴でお越し
ください。

▼  申し込み　前日までに高齢・
介護グループ（☎85 5 7 2 0 ）

①若草つどいセンター
　 8月 1日㈬、 9月 5日㈬
②鉄南ふれあいセンター
　 8月 3日㈮、 9月 7日㈮
③市民活動センター
　 8月 7日㈫、 9月11日㈫
④老人福祉センター
　 8月21日㈫、 9月25日㈫
⑤鷲別公民館
　 8月24日㈮、 9月21日㈮
⑥婦人センター
　 8月29日㈬、 9月26日㈬

ホップ・ステップ・
ジャンプを開催します
～登別厚生年金病院～

▼日時　 9月14日㈮　10時～15時

▼場所　鈴木旅館（カルルス町）

▼対象　市内在住の60歳以上の方

▼  内容　健康チェック、転倒予防
運動、食事、入浴など

▼定員　30人（申込順）

▼参加料　1,500円

▼  申し込み　 8月27日㈪～ 9月 7
日㈮に庶務課（☎84 2 1 6 5 ）

健康教室に
参加しませんか
～登別厚生年金病院～

▼日時　 8月 8日㈬　15時～16時

▼場所　集団栄養指導教室

▼  内容　高血圧症、食事療法につ
いて
※当日直接会場にお越しください。

▼問い合わせ　栄養部
 （☎80 3 2 3 5 ）

8 月の歯科救急医療
問い合わせ
室蘭歯科医師会（☎43 3 5 2 2 ）
日時 診療所・住所・電話

8 月 5 日㈰
9時～11時

ヨシダ歯科
登別市若草町 2丁目14－ 3
☎86 1 8 2 0

8 月12日㈰
9時～11時

由川歯科医院
室蘭市中島町 3丁目15－ 1
☎44 3 3 7 7

8 月19日㈰
9時～11時

高砂公園歯科
室蘭市高砂町 2丁目 1－21
☎43 2 1 1 8

8 月26日㈰
9時～11時

ちりべつファミリー歯科医院
室蘭市知利別町 3丁目 5－ 7
☎41 4 1 4 1

鉱山で川あそび
をします
～富岸子育てひろば～

▼日時　 8月 8日㈬　10時～13時

▼会場　ふぉれすと鉱山

▼対象　未就学児とその保護者

▼  定員　20組　（申込順）

▼  持ち物　昼食、着替えなど

▼  申し込み　 8月 7日㈫までにＮ
ＰＯ法人登別自然活動支援組織
モモンガくらぶ（☎ 0 8 0 － 1
8 9 0 － 0 8 6 5 ）

ママとパパのための
勉強会を開催します
～富岸子育てひろば～

▼日時　 8月20日㈪　10時～12時

▼場所　市民活動センター

▼内容　子どもの発育について

▼対象　子育て中の方など

▼定員　20組（申込順）
※ 託児を希望する方は申し込み時
にお知らせください。

▼  申し込み　 8月17日㈮までにＮ
ＰＯ法人登別自然活動支援組織
モモンガくらぶ（☎ 0 8 0 － 1
8 9 0 － 0 8 6 5 ）

【ノルディックウォーキング講習会】
日　時 集合場所 持ち物
8 月26日㈰
10時～12時

カント・レラ
体育館 ポール（貸し

出し可）、運
動靴、タオル、
帽子、飲料水、
雨具、リュッ
クサックなど

8月31日㈮
10時～12時

婦人センター
2階ホール

9月 7日㈮
18時30分
～20時30分

婦人センター
2階ホール

※受け付けは開始時間の30分前。
※雨天時は集合場所で実施します。

　走行距離や消費カロリー、ビ
ューポイントを盛り込んだマッ
プを手に、安全で手軽にできる
ウォーキング法を学んで、健康
と体力向上を目指しましょう。

▼  対象　市内居住または、通勤・
通学する中学生以上の方

▼  定員　各50人

▼  申し込み　 8月１日㈬～22日
㈬に社会教育グループ（☎88
1 1 2 9 ）
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７月号

日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

8 月25日㈯
10時～15時 古文書教室

『はじめての古文書』講師：
戸
と

津
つ

川
かわ

温
あつ

子
こ

さん（北海道立文
書館司書）
『資料が語る登別の歴史』講
師：平

ひら

塚
つか

理
みち

子
こ

さん（市学芸員）

定 30人（申込順）
申  8 月 8 日㈬～24日㈮に社会
教育グループ（☎88 1 1 2
9 ）

8 月27日㈪
13時30分～
15時30分

くらしの総合講座
登別消費者協会

食品の表示と加工食品につい
て 定 50人（申込順） 申  8 月23日㈭までに登別消費

者協会（☎85 8 3 0 7 ）

8 月28日㈫
10時～
11時30分

家庭教育講演会
子どもの成長について考えま
せんか
講師：小

お

河
ごう

繫
しげ

彦
ひこ

さん（東洋大
学教授）

－
問  社会教育グループ（☎88 1
1 2 9 ）

※ 当日直接会場にお越しくだ
さい。

9 月 5 日㈬
10時～12時

ハーブ教室
文化・スポーツ振興財団

スンドゥブチゲ、のり巻き、
ホットックなどの簡単で美味
しい韓国料理を作ります
講師：磯

いそ

野
の

みゆきさん、清
し

水
みず

まさみさん（ハーブ＆
アンド

アロマ
コーディネーター）

対  市内居住または
通勤する方

定 30人（申込順）
料 1,200円

申  8 月20日㈪までに同財団
（☎88 1 1 1 6 ）

持  エプロン、布きん、ティー
カップ、筆記用具
※ 8 月27日㈪以降のキャンセ
ルは材料費負担。

市民会館　登別市富士町 7丁目33番地 1 ☎88 1 1 3 9

日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物
8 月 4 日㈯
～18日㈯ 登別水彩クラブ作品展 会員が作成した水彩画を展示

します － 問辻さん（☎85 6 6 1 5 ）

8 月21日㈫
12時～13時

リンパ学習会
ＮＰＯ法人リンパ健康学
普及協会

リンパ体操体験会（実技編） 定 10人（申込順）
申川島さん（☎080‒3262‒5774）
※ 留守番電話に名前と電話番
号を吹き込んでください。

8 月21日㈫～
9月 2日㈰ 布ごっこ作品展示

会員が作成したバッグやタペ
ストリーなどの布を使った作
品を展示します

－ 問菅井さん（☎85 6 8 9 5 ）

8 月22日㈬
10時～12時

皮で作る人形アクセサリ
ー講習会
布ごっこ

皮を使った人形のブローチを
作ります

対 18歳以上の方
定 5 人（申込順）
料 500円（材料費）

申  8 月17日㈮～19日㈰の10時
～12時に菅井さん（☎85 6
8 9 5 ）

8 月22日㈬
10時～12時

たたら製鉄教室
室蘭登別たたらの会

日本古来の製鉄法『たたら』
の歴史と素晴らしさを学びま
す

定 30人（申込順） 申  8 月20日㈪までに石崎さん
（☎85 1 1 7 9 ）

市民活動センター『のぼりん』登別市緑町１丁目１番地 4 ☎83 6 8 6 6

10月18日木 市民会館
前売券　4,500円（全席指定）
当日券　5,000円（前売り券完売の場合、当日券は販売しません）

入場券販売所　市民会館、鷲別公民館、市役所母子会売店、紀文堂、アーニス、
　ぎんやレコード、エルム楽器室蘭店
　※当日は駐車場の混雑が予想されますので、公共交通機関でお越しください。

森山良子アコースティックコンサート2012森山良子アコースティックコンサート2012
問い合わせ　文化・スポーツ振興財団（☎88 1 1 1 6 ）

開場18時　開演18時30分
8月21日㈫
販売開始
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今月の『のぼりん文化講座』 申し込み　市民活動センター
☎83 6 8 6 6

　市民活動センターは、多くの方が気軽に市民活動に参加できるよう、登別市文化協会と連携し、年間を通じてさま
ざまな入門講座を行います。
　これまでサークル活動をしたいと思っていてもなかなかその機会がなかった方や、自分に合った活動に出会うこと
ができなかった方など、これから市民活動に参加したい方はぜひご参加ください。

日時 講座名 内容 対象・定員・参加料 申し込み期限･持ち物

8 月18日㈯
10時～12時 囲碁教室

対局指導します
講師：加

か

藤
とう

清
きよし

さん、保
ほ

沢
ざわ

宏
ひろし

さん（登
別棋道連盟）

対小学生以上の方
定 20人（申込順）
※初心者歓迎。

申 8 月10日㈮

8月19日㈰
10時～12時 初心者俳句教室 俳句を作る面白さを指南します

講師：袖
そで

山
やま

功
いさお

さん（登別俳句協会）

対小学生以上の方
※ 小学生は保護者
同伴。

定 20人（申込順）

申 8 月13日㈪
持筆記用具

8月22日㈬
10時～12時 水彩画教室 静物画を描きます

講師：長
なが

田
た

清
きよし

さん（登別美術協会）
定 20人（申込順）

申 8 月15日㈬
持  絵の具、画用紙、パレ
ット、筆、水入れ、鉛
筆、カッター

8月25日㈯
10時～12時 陶芸教室

粘土で花瓶やコーヒーカップなどを
作ります
講師：佐

さ

藤
とう

彰
あきら

さん（登別美術協会）

定 20人（申込順）
料  1,000円（粘土１
kg、上薬、焼き
代）

申 8 月17日㈮
持手ぬぐい

8月25日㈯
10時～12時 詩吟教室

漢詩、和歌、俳句を楽しく吟じまし
ょう
講師：澤

さわ

井
い

功
こう

岳
がく

さん、竹
たけ

中
なか

一
いっ

鵬
ぽう

さん、
寺
てら

井
い

岳
がく

涼
りょう

さん（登別吟道連盟）

定 15人（申込順）
※初心者歓迎。

申 8 月17日㈮
持筆記用具

8月31日㈮
10時30分～
12時

ゆったり楽しい
子育て講座

パネルシアターや親子遊びを行いま
す
講師：高

たか

森
もり

和
かず

恵
え

さん、上
うえ

埜
の

圭
けい

子
こ

さん
（登別子ども劇場）

対  未就学児とその
保護者

定 20組（申込順）
申 8 月24日㈮

※多くの方が受講できるよう、応募が多数のときは、初めての方を優先します。

日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

8 月11日㈯
①10時10分
②12時
③13時30分
④15時20分

真夏の16ミリフィルム
映画祭

16ミリフィルムを巨大スクリ
ーンに投影します
①魔女の宅急便
②野ばら
③旅路
④鉄道員ぽっぽや

－ 問市立図書館
※幼児は保護者同伴。

8 月18日㈯
10時30分～
17時

ライブラリーツアー 江別市の北海道立図書館を訪
問します

対市内居住の方
定 15人（申込順）

申  8 月１日㈬～15日㈬に市立
図書館

8月22日㈬
10時30分 おはなしくれよん わらべうたと絵本の読み聞か

せ 対乳幼児 問市立図書館
※乳幼児は保護者同伴。

8 月25日㈯
13時30分 おはなしぽけっと 絵本の読み聞かせと紙芝居 対幼児～小学生 問市立図書館

※幼児は保護者同伴。

8 月25日㈯
15時～16時

図書館ツアーと
利用者ガイダンス

職員が館内を案内するほか、
利用者コンピュータを使った
上手な検索の仕方などを紹介
します

対市内居住の方 問市立図書館

9月 1日㈯
13時30分 おじさんズ 絵本の読み聞かせと紙芝居 対どなたでも 問市立図書館

※幼児は保護者同伴。

市立図書館　登別市中央町 5丁目21番地 1 ☎85 4 3 2 4

日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物
9 月15日㈯
9時30分～
15時30分

郷土資料館体験学習
『布ぞうり作り』

古い浴衣や布団生地などを利
用し、温もりを感じるぞうり
を作ります

対 18歳以上の方
定 14人（申込順）
料 200円

申  8 月22日㈬～ 9月 5日㈬ま
でに郷土資料館

持布切れ、昼食など

郷土資料館　登別市片倉町 6丁目27番地 2 ☎88 1 3 3 9
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日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物
8 月 2 日㈭～
31日㈮
10時～16時

カント・レラ展
登別美術協会

会員の制作した作品を展示し
ます －

問  佐藤さん（☎090‒8278‒7549）
※ 絵画教室に参加する方は、
画材を持参してください。8 月18日㈯・

19日㈰
10時～15時

カント・レラで遊ぼう！
サマーフェスティバル

親子で絵画教室や陶芸教室を
楽しみませんか。陶片ドミノ
で遊ぶこともできます

料各500円

9 月 1 日㈯
10時～12時

小たたら吹き製鉄で作っ
た鉄の鍛錬

開催中はいつでも参加・見学
ができます

対  小学 3 年生以上
の方
※見学は誰でも可。

問石崎さん（☎85 1 1 7 9 ）

9 月１日㈯
10時～12時

カント・レラ縄文文化体験
『縄文土器を作ろう！』

自分だけの縄文土器を作りませ
んか。１カ月間陰干しし、10月
6 日㈯開催の縄文どきどきまつ
りで野焼きする予定です

定 20人
料 600円

申  8 月31日㈮までにカント・
レラ

のぼりべつ文化交流館『カント・レラ』登別市登別温泉町123番地 1 ☎84 2 0 6 9

日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申込期限・問い合わせ・持ち物
8 月 3 日㈮～
5日㈰ 夏のスペシャルウィーク 大人から子どもまで夏を満喫

できるプログラムが満載です
料  プログラムによ
り実費

※ 当日直接会場にお越しくだ
さい。

8 月11日㈯
10時～15時

山の学校『どっぷり川遊
び＆

アンド

たき火』
川遊びを満喫してたき火をし
ます

対  小学 4 ～中学１
年生

料 200円

申 8 月 8 日㈬
持  タオル、着替え、昼食、飲
み物など

8月11日㈯
14時～18時 第 4回鉱山町夏まつり 手作りの出店やおみこし、盆

踊りで夏を楽しみます 料実費 ※ 当日直接会場にお越しくだ
さい。

8 月18日㈯
・19日㈰

ながぐつレンジャー
『夏のお仕事合宿』

１泊 2日で夏のお仕事に協力
して取り組みます。お楽しみ
も満載です

対小学生
料 2,500円

申 8 月14日㈫
持宿泊道具、寝袋など
※後日参加要項を送付します。

8 月18日㈯
10時～15時

たまにはアウトドアライ
フ『三段の滝b

バイ

yMTB』
三段の滝までマウンテンバイ
クで行ってウォータースライ
ダーで遊びます

対 18歳以上の方
定 15人（申込順）
料 600円

申 8 月15日㈬
持  帽子、タオル、着替え、昼
食、飲み物など

8月19日㈰
10時～14時

森のようちえん『みずと
ともだち～かわあそび』

夏だ！川だ！家族で川遊びを
楽しみます

対  3 歳以上の未就
園児とその家族

料 200円

申 8 月16日㈭
持  帽子、タオル、着替え、昼
食、飲み物など

8月23日㈭
10時～12時 ガイドウォーク この季節に楽しめる自然をネ

イチャーガイドが案内します
対 18歳以上の方
定 15人（申込順）
料 300円

申 8 日22日㈬
持帽子、飲み物など

8月24日㈮
森のサロン
『水あそびs

ステップ

tep u
アップ

p!＆
アンド

河原あそび』
みんなで川遊びを思いっきり
楽しみます

対  未就園児とその
保護者

料１組300円
申 8 月21日㈫
持着替え、帽子、昼食など

8月25日㈯
10時～13時

里山づくりの日
『ツリーハウスの日②』

森の中にみんなで遊び場を作
ります

料  200円（子ども
100円）

申 8 月24日㈮
持  タオル、飲み物、昼食など

8月25日㈯
12時30分～
15時

もりもり森ン子くらぶ 子どもは川遊び、大人は石窯
ピザ作りに挑戦します

対  5 歳～小学 2年
生とその保護者

申 8 月22日㈬
持  着替え（子ども）、タオル、
飲み物など

8月26日㈰
10時～17時

コーザン・ネイチャーガ
イド（K

コ ン グ

oNG）養成講座④
鉱山の自然を学ぶ講座です。
今回は川のリスクマネジメン
トと水生昆虫について

対  小学 4年生以上の方
定 15人（申込順）
料 1,000円

申 8 月23日㈭
持  筆記用具、昼食、飲み物な
ど

9月 1日㈯ もりもり森ン子くらぶ 親子でカムイヌプリ登山に挑
戦です

対  5 歳～小学 2年
生とその保護者

料  １組500円（ 3人
目以降100円）

申 8 月29日㈬
持帽子、タオル、飲み物など

9月 2日㈰
10時～17時

コーザン・ネイチャーガ
イド（K

コ ン グ

oNG）養成講座⑤
鉱山の自然を学ぶ講座です。
今回は鉱山の歴史と昆虫につ
いて

対  小学 4 年生以上
の方

定 15人（申込順）
料 1,000円

申 8 月30日㈭
持  筆記用具、昼食、飲み物な
ど

9月 2日㈰ K
コ ン グ

oNG主管
夜の森ウォッチング

夜の森は生き物の時間。そん
なひと時を体験します

対 18歳以上の方
定 12人（申込順）
料 200円

申 8 月30日㈭
持防寒着、飲み物など

9月22日㈯
8時受け付け

コーザングリーンレース
2012

林道を駆け抜けるトレイルラ
ンニング（ 3・ 5・10・20㎞
コース・タイム制限あり）

定 150人（申込順）
料  2,000円（18歳以
下1,500円）

申 9 月12日㈬
※ 詳しくはお問い合わせくだ
さい。

※それぞれの活動や天候に適した服装や持ち物でお越しください。

ふぉれすと鉱山　登別市鉱山町 8番地 3 ☎85 2 5 6 9
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　しんた21　登別市片倉町 6丁目 9番地１
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

毎月第 2・ 4
土曜日
10時～12時

土曜日開催！
やさしい初心者点訳教室

１年間自分のペースで学べる
少人数の初心者点訳教室です

定各回 5人
料  1,050円（初回の
みテキスト代）

申  登別市ボランティアセンタ
ー（☎88 2 0 8 0 ）

※ 初回のみ申し込みが必要です。
　岡志別の森運動公園　登別市千歳町97番地

日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

8 月19日㈰
4時集合

夏の市民登山会
『高層湿原と花巡り』
登別山岳会

雨竜沼湿原と南暑寒岳を往復
します

定 30人（申込順）
料  7,000円（バス代、
保険料を含む）

申  8 月10日㈮までに藤木さん
（☎85 5 8 9 7 ）

持  夏山標準装備、雨具、水など
　陸上自衛隊幌別駐屯地　登別市緑町 3丁目１番地

日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

8 月 4 日㈯
9時～15時 幌別駐屯地創立記念行事

観閲式、装備品展示、戦車・
装甲車試乗、太鼓演奏、ふれ
あい広場など

－ 問  陸上自衛隊幌別駐屯地広報
班（☎85 2 0 1 1 ）

　カルルス・サン・スポーツランド駐車場　登別市カルルス町
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

9 月 1 日㈯
10時～13時
※小雨決行。

橘湖の自然探勝会
自然公園財団・観光ホス
ピタリティ推進協議会

初秋の花々を観察しながら橘湖ま
で散策します。参加者には、カル
ルス温泉オロフレ荘日帰り入浴券
（当日限り）を差し上げます

定 30人（申込順）
申  8 月13日㈪から同財団登別
支部（☎84 3 1 4 1 ）

持  歩きやすい服装・靴、昼食、飲
み物、タオル、手袋、雨具など

　いぶりたすけ愛『ともかな』　登別市桜木町 3丁目 2番地16
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

8 月 8 日㈬
10時30分～ 子育て広場『ともとも』 ビニールプールで水鉄砲など

で遊びます 料 200円
申  8 月 6 日㈪までにともかな
（☎83 7 1 3 3 ）

持  着替え、タオル、飲み物、
水遊び用オムツ

8月18日㈯
11時～ 大人のランチ会 大人になってからの友だち作

りを始めませんか
対 50歳以上の方
定  各10人（申込順）
料  1,000円（食事代）

申  8 月17日㈮までにともかな
（☎83 7 1 3 3 ）

8 月19日㈰
14時～16時

男の料理教室
ともかなカフェイベント

料理の基本を学びながら、夕
食のおかずを 2品作ります

対男性
定 8 人（申込順）
料 1,000円

申  8 月18日㈯までにともかな
（☎83 7 1 3 3 ）

持  エプロン、三角きん、持ち
帰り容器

8月25日㈯
14時30分～
16時30分

カフェトークイベント
『高齢者のしミレーション～
女の活き方　男の逝き方～』
講師：安

あ

部
べ

白
はく

道
どう

さん（市民協
復興支援スーパーバイザー）

定 20人（申込順）
料  500円（ワンド
リンク付き）

申  8 月20日㈪までにともかな
（☎83 7 1 3 3 ）

　ブティック花　登別市富士町 2丁目11番地 7
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

8 月26日㈰
10時～16時

チャリティイベント『の
ぼりべつ小さな宝物展』

登別近郊でもの作りをしている
主婦たちが、作品を販売します。
売り上げの一部を東日本大震災
復興支援金として寄付します

－ 問  藤井さん（☎090‒7511‒0234）

その他
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　その他の続き
　胆振地方男女平等参画センター　室蘭市東町 4丁目29番１号

日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

9 月 8 日㈯
14時～16時

教育講演会
その子らしい幸せを
～青年期を目指しての子
育て～
室蘭ＬＤを考える会

講師：片
かた

山
やま

智
とも

博
ひろ

さん（北海道
発達障害者支援センターあお
いそらコーディネーター）

定 70人
申  住所・氏名・電話番号・所属
を記入の上、8月29日㈬まで
に同会（思㉓1 9 2 3・Ｅメ
ール：ld.in.muro@gmail.com）

　みたら室蘭隣接ひろば　室蘭市祝津町 4丁目
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

8 月25日㈯14
時30分～26日
㈰10時

リレー・フォー・ライフ
i
イン

n室蘭

がんに立ち向かう日々の思い
や体験を語り合いながら、リ
レー方式で夜通し歩くチャリ
ティーイベントです

－ 問  同実行委員会（☎080‒4046
‒4232）

　介護老人保健施設　憩講堂　室蘭市知利別町１丁目45番地
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

8 月 4 日㈯
13時30分～
15時30分

市民公開講座
『市民のための福祉・寺
子屋事業』
北海道社会福祉士会

『認知症の症状と対応～誰か
の赤い花になりたい～』
講師：菊

きく

地
ち

雅
まさ

洋
ひろ

さん（特別養
護老人ホーム・デイサービス
センター緑風園 総合施設長）

－

問  山下さん（製鉄記念室蘭病
院医療福祉相談室内・☎47
4 3 3 7 ）

※ 当日直接会場にお越しくだ
さい。

　室蘭工業大学ロボットアリーナ　室蘭市高砂町 3丁目11番 1 号
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

① 8月25日㈯
② 9月 8日㈯
10時30分～
12時

オリジナルソーラーカー
を作ろう

ペットボトルなどの空き容器
を使ったオリジナルソーラー
カーをつくります
※ 500㍉㍑のペットボトルを
持参してください。

対小学 3・ 4年生
定各10人（抽選）

申  ①は 8 月10日㈮、②は 8月
24日㈮までに住所、氏名、学
年、連絡先、希望日時、イベ
ント名を明記の上、持参、フ
ァクス、Ｅメール（ra_app
ly@mmm.muroran‒it.ac.
jp）で同アリーナ
※ホームページから申込可。
問  同アリーナ（☎思83 5 6 5 0 ）

① 8月25日㈯
② 9月 8日㈯
13時30分～
15時30分

手漕ぎボート工作
キットを使用し、ギアやクラ
ンクなど動く仕組みについて
学習しながら手漕ぎボートを
作製します

対  小学 5 ～中学 3
年生

定各10人（抽選）

　室蘭工業大学　室蘭市水元町27番１号
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

9 月 1 日㈯
10時～15時

室工大サイエンススクー
ル
『機器分析を体験しよう』

原子吸光で水を調べる 対中学生～高校生
定 5 人（抽選） 申  8 月 6 日㈪～17日㈮に室蘭

工業大学地域連携推進グル
ープ備え付け、または同大
学ホームページ掲載の申込
書に必要事項を記入の上、
同大学地域連携推進グルー
プ（☎46 5 0 2 3 ）
※ 詳しくはお問い合わせくだ
さい。

9 月 8 日㈯
10時～15時

包丁を観察するー物を構成し
ている物質（元素）を調べて
みよう

対高校生
定 5 人（抽選）

9月15日㈯
10時～15時 身の回りの放射能 対中学生～高校生

定 5 人（抽選）
9月14日～28
日の毎週金曜
日
11時～12時

室蘭工業大学公開講座 南太平洋タヒチとその言葉
対高校生以上の方
定 5 人（申込順）
料 1,000円

船内見学会参加者募集船内見学会参加者募集
※ 船側の都合により寄港中止になる
可能性があります。

問い合わせ
室蘭市港湾部
総務課振興係
（☎㉒ 3 1 9 1 ）レジェンド・オブ・ザ・シーズレジェンド・オブ・ザ・シーズ

日時日時　 9月19日㈬　13時～14時　 9月19日㈬　13時～14時
定員定員　50人　50人

ダイヤモンド・プリンセスダイヤモンド・プリンセス
日時日時　 9月30日㈰　10時30分～12時30分　 9月30日㈰　10時30分～12時30分
定員定員　100人　100人 必要事項

見学を希望する船名
と参加者全員（ 5人
まで）の
•氏名（ふりがな）
•住所
•電話番号
•生年月日
•性別
•身分証明書の種類
と番号

場所　室蘭港崎守ふ頭第 6バース
対象　西胆振 3市 3町（室蘭市、登別市、伊達
市、豊浦町、壮瞥町、洞爺湖町）在住の健脚
な方

※船内で階段を利用するため。
持ち物　身分証明書（パスポートまたは運転免許証）
※１通で 5人まで応募可。
※応募は各１回限り。
※乳幼児も１人とします。

※記入漏れ・不備は無効。
※応募数が定員を超えた場合は抽選。
※当選者のみ郵送で通知。
※当選権利の譲渡は不可。

申し込み　必要事項を記入の上、はがきか封書
で 8月22日㈬まで（必着）に室蘭市港湾部総
務課振興係（〒051 ‒ 0022 室蘭市海岸町 1丁
目20－30）
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アーニス

室蘭信用金庫
幌別支店

JA伊達市
登別支所

北海道銀行
登別支店

登別
市役所

幌別
小学校

刈田
神社

2012お宿の浴衣で盆踊り2012お宿の浴衣で盆踊り
日時　 8月11日㈯・12日㈰　18時30分～20時30分
※天候により中止になることがあります。

場所　泉源公園（登別温泉内）
内容　縁日、ビアガーデン、抽選会

問い合わせ
登別観光協会
（☎84 3 3 1 1 ）

◎
夏
の
体
験
入
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い

　

今
年
の
夏
の
体
験
入
学
は
、
『
工
学

院
生
と
話
そ
う
』
を
テ
ー
マ
に
、
参
加

者
が
本
校
の
在
校

生
と
話
す
時
間
を

通
常
よ
り
多
く
設

け
ま
し
た
。

　

学
生
生
活
の
過

ご
し
方
や
、
ど
の

よ
う
な
勉
強
を
し

て
、
ど
ん
な
資
格

を
目
指
し
て
い
る
の
か
な
ど
、
在
校
生

の
生
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

入
学
後
の
自
分
が
よ
り
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
体
験
実
習
も
じ
っ
く
り
と
楽

し
め
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
ぜ
ひ
、

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

学
生
＆
教
職
員
一
同
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

8
月
の
体
験
入
学

• 

１
日
㈬
・
2
日
㈭
・
4
日
㈯
・
5
日

㈰
・
8
日
㈬
・
9
日
㈭　

10
時
30
分

〜
15
時
30
分

• 

25
日
㈯　

11
時
30
分
〜
15
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

入
学
広
報
室

（
☎
0
1
2
0

－

6
6
6

－

9
6
5
）

日
本
工
学
院
北
海
道

専
門
学
校
便
り

問
い
合
わ
せ　

☎
88
0
8
8
8

市民プール『らくあ』の
トレーニングマシンが
新しくなりました
　19種33台が新しくなりました。
　トレーナーが利用者に合ったマシン
や使用方法などをアドバイスをします
ので、初めての方もぜひお越しくださ
い。
対象　中学生以上の方
料金　300円（65歳以上の方は100円）
※ プール（500円・65歳以上の方は300
円）をご利用の方はトレーニングル
ームも利用できます。
※ 室内用運動靴を持参の上、運動しや
すい服装でお越しください。
問い合わせ　市民プール『らくあ』
 （☎85 5 5 8 8 ）

市民ボウリング大会
参加者募集

文化・スポーツ振興財団

8月18日㈯・19日㈰　　若草中央公園
18日㈯　14時～21時
お笑いライブ（出演：ノーマルフェイス）、和太鼓演奏、若草町会子
ども体験コーナー、カラオケ大会など
19日㈰　12時～21時
仮面ライダーフォーゼキャラクターショー、若草町会子ども体験コー
ナー、よさこいソーラン、生バンド演奏（出演：ザ・ビーチャーズ）、
大ビンゴ大会など
※ 会場周辺には駐車場がありませんので、公共交通機関でお越しくだ
さい。

問い合わせ　同フェスティバル実行委員会・中村さん
（☎090‒2879‒0861）

　　グリーンピア　　グリーンピア
サマーフェスティバルサマーフェスティバル

幌別地区手づくり祭り
9月1日㈯・2日㈰　10時～21時
※ 会場周辺には、駐車場がありませんので、
公共交通機関でお越しください。

祭り期間中交通規制が行われます

車両通行止め期間
9月 1日㈯10時～ 2日㈰22時

ご迷惑をお掛けしますが、
ご協力をお願いします

問い合わせ　同祭り実行委員会事務局
（市民サービスグループ内・☎85 2 1 3 9 ）

日時　 9月10日㈪　16時～16時20分受
け付け
場所　室蘭グランドボウル
対象　市内居住または通勤する60歳以
上の方
※大会当日現在。
競技方法　ヨーロピアン形式による個
人戦・団体戦
※組み合わせは主催者が決定します。
定員　54人（申込順）
参加料　1,500円
表彰　各部門１位～ 3位までに賞品、
全員に参加賞
申し込み　 8月13日㈪～27日㈪に同財
団（☎88 1 1 1 6 ）

第25回
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不用品ダイヤル市 お申し込み・お問い合わせは
登別消費者協会（☎858307）

火～金曜日（祝日を除く）10：00～16：00
※お申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は6カ月です。
　継続希望の場合は、再度お申し込みください。

　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

▼登録できないもの

今月の新着図書
市立図書館
☎854324

＝こどものほん＝

※ 図書館では、毎月購入している本の全リストを
差し上げています。ご利用ください。

ゆずります（売ります）

ゆずってください（買います）

最果てアーケード

あかにんじゃ

小
お

川
がわ

　洋
よう

子
こ

 著

穂
ほ

村
むら

　弘
ひろし

 作　木
き

内
うち

　達
たつ

朗
ろう

 絵

　天井は低く、奥行きは限られ、
ショーウインドーは箱庭ほどのス
ペースしかない。
　そこは愛するものを失った人が、
想い出を買いにくる店。切なくも
美しい記憶のかけらの物語。

　真っ赤な装束の『あかにんじゃ
お城に忍び込むが、真っ赤な姿は
すぐに見つかる。追い詰められる
と、さまざまな姿な変身し…。
　歌人・穂村弘の、初の創作絵本。

』。

◇やりたいことは二度寝だけ 津
つ

村
むら

記
き

久
く

子
こ

 著
◇おやじネコは縞模様 群

むれ

　ようこ 著
◇宇宙へ『出張』してきます 古

ふる

川
かわ

　　聡
さとし

 著
◇雷の波濤（満州国演義 7） 船

ふな

戸
ど

　与
よ

一
いち

 著
◇追撃の森 ジェフリー・ディーヴァー 著

◇こおり 前
まえ

野
の

紀
のり

一
かず

 文　斉
さい

藤
とう

俊
とし

行
ゆき

 絵
◇ずらーりイモムシならべてみると… 高

たか

岡
おか

昌
まさ

江
え

 文　安
やす

田
だ

守
まもる

 写真
◇ドラキュラなんてなりたくない!! 藤

ふじ

 真
ま

知
ち

子
こ

 作

先
日
、
あ
る
テ
レ
ビ
局
の
ワ
イ
ド
シ

ョ
ー
で
、
東
北
の
被
災
地
の
ご
く
一
部

の
人
た
ち
が
、
義
援
金
や
支
援
金
か
ら

支
給
さ
れ
た
お
金
を
毎
日
パ
チ
ン
コ
に

使
っ
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
て
、
と

て
も
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
人
た
ち
の
言
い
分
は
「
仕
事
が

な
く
や
る
事
が
な
い
か
ら
」
「
暗
く
な

る
気
持
ち
を
紛
ら
わ
す
た
め
」
「
生
活

費
を
稼
ぐ
た
め
」
「
た
だ
た
だ
楽
し
い

か
ら
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

中
に
は
朝
、
子
ど
も
を
児
童
施
設
に

預
け
て
か
ら
夕
方
ま
で
パ
チ
ン
コ
を
し

て
い
る
母
親
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
が
あ
る
で
し
ょ
う

し
、
今
の
生
活
を
何
と
か
変
え
て
、
元

の
生
活
を
取
り
戻
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
も
わ
か
り
ま
す
。

貰
っ
た
支
給
金
、
本
人
が
ど
う
使
お

う
と
他
人
に
は
一
切
関
係
の
無
い
こ
と

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
使
い
方
が

多
少
間
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

私
に
は
思
え
て
な
ら
な
い
の
で
す
。

今
ま
で
私
も
募
金
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
お
金
が
い
ず
れ
そ
の
よ
う
な

人
た
ち
の
手
元
に
行
く
こ
と
を
考
え
る

と
、
正
直
こ
れ
か
ら
の
募
金
を
た
め
ら

う
気
持
ち
が
起
こ
ら
な
い
と
は
言
え
ま

せ
ん
。

 

（
新
生
町　

30
代
女
性
）

こ
の
間
桜
木
町
の
コ
ン
ビ
ニ
で
信
号

待
ち
を
し
て
い
た
ら
、
信
号
が
赤
に
変

わ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
乗
用
車
や

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
4
台
が
、
信
号
を
無
視

し
て
、
平
気
な
顔
で
走
行
し
て
い
き
ま

し
た
。

そ
の
場
所
は
、
ス
ピ
ー
ド
が
出
し
や

す
い
の
か
、
同
じ
よ
う
な
様
子
を
目
に

す
る
こ
と
が
頻
繁
に
あ
り
、
3
台
の
車

が
事
故
を
起
こ
し
て
警
察
が
来
て
い
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

な
に
か
事
情
が
あ
り
、
急
い
で
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
交
通
ル
ー
ル

を
破
っ
て
い
い
理
由
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

ル
ー
ル
は
き
ち
ん
と
守
り
、
安
全
な

運
転
を
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
は
、
大
人
の
背
中
を
見

て
育
ち
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
お
手
本

に
な
る
よ
う
な
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
新
川
町　

女
性
）

私
た
ち
の
募
金
、
ど
こ
へ

車
の
ル
ー
ル
知
っ
て
い
ま
す
か

●ひな人形（ 7段）●布団乾燥機●剣道防具一式（小学 3・ 4年生用）
●植木鉢（素焼き、プラスチック製、50～60個）●ルームウオーカー（52
×22×92㎝）●テーブル●洋服たんす● 2人掛けソファ●学習机●本棚
（木製）●アイスボックス（49×44×34㎝）●健康器具●ゲートボールス
ティック・ボール●ロフトベッド（木製・子供用）●電子オルガン●灯油
タンク（25㍑室内用）●琴●餅つき器（ 2升用）●室蘭工業高等学校制服
（男子用）●乗馬型健康器具●燻製機●生ごみ処理機●ステンレス製魔法
瓶●臼ときね●ワープロ●ルームランナー●自転車●幼児用自転車（ 2歳
未満用）●ポータブルトイレ●ピアノ●食器洗い乾燥機（30×60×80㎝）
●柔道着（中学生用）●スタッドレスタイヤ（165‒70‒131）●エステサロ
ン開業一式（ 7点）●座卓（123×78㎝）●歩くスキー・靴

●健康器具●ビデオカメラ●白菊幼稚園制服（男児用）●介護用電動ベッ
ト●チャイルドシート（ 2～ 6歳用）●まきストーブ（鋳物）●幼児用自
転車（16・18㌅）●室蘭大谷高校男子制服（180㎝）●三輪車●婦人用折
りたたみ自転車●三輪車（押し棒付き）●電動給湯ポット●冷凍庫●犬用
ケージ（室内用）●犬用バスケット
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地域だより
町内会のいきいき実践活動を紹介

登別市連合町内会事務局
市民サービスグループ内
☎85 2 1 3 9 、思85 7 6 7 4

［登別温泉地区連合町内会］
成長したら見にくるね
『ふれあいの森』植樹

［すずらん団地町内会］
町内会の総力を結集
ありがとう快適なバス待合室

［市連合町内会環境衛生部会］
マチの玄関に彩りを
心を和ます幌別駅西口広場花壇

［美園南町内会］
町内会自主防災組織を活用
津波避難経路の再確認

　

国
道
36
号
線
の
沿
道
に
あ
る
幸
町
の
老
朽
化
し
た
バ
ス
停
の

待
合
室
2
カ
所
が
、
地
域
の
運
輸
会
社
な
ど
の
重
機
や
役
員
の

方
な
ど
の
協
力
に
よ
り
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

雨
風
や
雪
の
と
き
に
も
快
適
に
バ
ス
を
待
つ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
バ
ス
通
学
を
す
る
児
童
を
は
じ
め
、
バ
ス
を
利

用
す
る
方
に
喜
ば
れ
る
町
内
会
事
業
に
な
り
ま
し
た
。

　

幌
別
駅
近
隣
の
町
内
会
と
建
設
協
会
で
、
3
千
400
株
の
花
の

苗
を
幌
別
駅
西
口
広
場
花
壇
に
、
心
を
込
め
て
植
え
ま
し
た
。

　

約
70
人
の
参
加
者
が
植
え
た
苗
は
、
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
の

戸
田
憲
吉
さ
ん
と
中
山
登
さ
ん
が
種
か
ら
育
て
た
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
や
サ
ル
ビ
ア
、
ベ
コ
ニ
ア
な
ど
。
秋
ま
で
近
隣
の
町
内
会

が
輪
番
で
、
雑
草
取
り
や
水
や
り
、
周
辺
の
清
掃
を
行
い
ま
す
。

　

美
園
南
町
内
会
は
、
大
津
波
警
報
発
令
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

防
災
組
織
の
呼
び
か
け
班
と
避
難
誘
導
班
が
連
携
し
て
、
幼

児
か
ら
高
齢
者
を
避
難
所
ま
で
誘
導
し
、
所
要
時
間
や
道
順
な

ど
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

避
難
所
で
は
、
災
害
に
関
す
る
ビ
デ
オ
上
映
を
行
い
ま
し
た
。 すずらん団地町内会

会長　川原　軍治

環境衛生部会
部会長　中川　信市

美園南町内会
会長　岸　　正治

　

自
然
公
園
財
団
登
別
支
部
と
登
別
観
光
協
会
、
森
林
愛
護
組

合
連
合
会
が
主
催
す
る
『
ふ
れ
あ
い
の
森
』
の
植
樹
に
、
登
別

温
泉
地
区
連
合
町
内
会
も
参
加
し
て
、
エ
ゾ
シ
カ
の
食
害
防
止

ネ
ッ
ト
を
取
り
付
け
た
ト
ド
マ
ツ
の
苗
木
60
本
を
植
え
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
緑
豊
か
な
森
に
な
る
こ
と
を
願
い
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。

登別温泉地区連合町内会
会長　須賀　武郎
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開
か

れた
議会を目指し
て

66号
発行・登別市議会／編集・議会だより編集委員会／発行日・2012.8.1

登別市議会 で 検索

　

平
成
24
年
第
2
回
定
例
会
が
、
6
月
13
日
か
ら
25
日
ま
で
の

13
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
12
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
震
災
が
れ
き
の
受

け
入
れ
や
入
札
制
度
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
対
応
に
つ
い
て
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
は

①
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

② 

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

③
清
掃
施
設
設
置
条
例
の
一
部
改
正

④ 

予
算
・
決
算
委
員
会
に
お
け
る
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）
お
よ
び
平
成
24
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
の
審
査

⑤
総
務
・
教
育
委
員
会
付
託
の
審
査

⑥
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

⑦
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

⑧ 

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
お
よ
び
同
補
充
員
の
選
挙

が
あ
り
、
全
会
一
致
で

原
案
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
意
見
書
に
つ
い

て
は
「
地
方
財
政
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
」

な
ど
8
件
を
可
決
し
ま

し
た
。

　

今
期
定
例
会
で
、
総
務
・
教
育
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
た
議
案
5
件
に

つ
い
て
、
6
月
13
日
に
資
料
要
求
の
た
め
の
委
員
会
を
開
催
し
、
6
月

20
日
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
は

①
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

②
西
い
ぶ
り
広
域
連
合
規
約
の
一
部
変
更

③
財
産
の
取
得

④
業
務
委
託
契
約

⑤
工
事
請
負
契
約

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
、
平
成
24
年
度
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

本
審
査
の
議
論
で
、
補
正
予
算
に
対
す
る
緊
急
性
や
事
業
効
果
の

説
明
が
不
十
分
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
特
に
補
助
金
に
関
す
る
提

案
に
際
し
て
は
、
そ
の
緊
急
性
に
か
ん
が
み
て
、
十
分
な
提
案
根

拠
お
よ
び
費
用
対
効
果
を
精
査
す
る
べ
き
で
あ
る
。
今
後
の
補
正

予
算
審
査
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
調
査
と
協
議
を
求
め
る
。

附
帯
決
議

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
は
、
次
の
内
容
を
審
査
し
ま
し
た
。

•
平
成
23
年
度
国
・
道
支
出
金
精
算
返
還
金

•
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
維
持
管
理
経
費

•
防
災
資
機
材
購
入
整
備
費
補
助
金

•
観
光
振
興
特
別
対
策
事
業
補
助
金
（
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
支
援
事
業
分
）

•
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理
経
費

•
体
育
施
設
管
理
費

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
附
帯
決
議
を
付
し
て
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
第
2
回
定
例
会

総
務
・
教
育
委
員
会
（
付
託
案
件
審
査
）

予
算
・
決
算
委
員
会
（
平
成
24
年
度
補
正
予
算
審
査
）

震災がれき受け入れについて市の見解をただす！

救助工作車の更新について審査！一般会計補正予算に附帯決議を付して可決！

市議会ホームページで、本会議などの生中
継と過去の議会映像をご覧いただけます
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今
回
の
質
問
の
一
つ
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
策
に
つ
い
て
問
い
ま
し
た
。
人
材
育
成

と
い
う
観
点
よ
り
、
大
事
な
政
策
の
一
つ
で

す
。
指
導
者
養
成
や
水
泳
指
導
の
た
め
に
、

公
共
施
設
を
利
用
す
る
際
の
経
済
的
援
助
を

強
化
す
る
よ
う
提
言
し
ま
し
た
。
ま
た
、
心

身
を
鍛
え
、
礼
節
を
重
ん
じ
、
精
神
力
を
育

む
と
い
う
観
点
よ
り
、
武
道
の
振
興
策
の
拠

点
と
す
べ
く
、
武
道
館
建
設
の
考
え
方
に
つ

い
て
問
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
で
閉
校
と
な
る
登
別
大
谷
高
校
の
施

設
の
有
効
活
用
を
視
野
に
入
れ
る
べ
き
と
提

言
し
ま
し
た
。

　

入
札
契
約
制
度
に
つ
い
て
は
、
大
差
が
あ

る
予
算
額
と
入
札
予
定
金
額
の
積
算
方
法
や

公
正
・
公
平
面
か
ら
指
定
業
者
が
多
く
参
加

し
適
正
な
価
格
と
な
る
一
般
競
争
入
札
の
増

加
策
、
指
名
業
者
の
決
め
方
な
ど
を
た
だ
し
、

そ
れ
ら
や
予
定
金
額
の
事
前
公
表
な
ど
の
入

札
制
度
改
革
を
行
う
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

公
共
施
設
と
補
助
・
助
成
金
の
利
活
用
に

つ
い
て
は
、
老
人
憩
い
の
家
を
、
子
ど
も
と

高
齢
者
の
交
流
を
視
野
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
拠
点
と
し
て
の
活
用
や
助
成
制
度
を
活

用
し
た
人
工
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業
の

取
り
組
み
な
ど
を
た
だ
し
ま
し
た
。

質　

「
想
定
に
と
ら
わ
れ
る
な
」
「
ベ
ス
ト

を
尽
く
せ
」
「
率
先
避
難
者
た
れ
」
の
防
災

教
育
で
99
・
8
％
の
子
ど
も
の
命
が
守
ら
れ

た
「
釜
石
の
奇
跡
」
と
言
わ
れ
る
教
育
を
行

う
べ
き
。
ま
た
学
校
の
耐
震
化
の
進
捗
状
況
、

さ
ら
に
老
朽
化
し
た
橋
梁
・
道
路
・
公
共
施

設
の
状
況
を
把
握
し
改
修
を
行
う
べ
き
で
あ

る
。

答　

防
災
教
育
の
充
実
は
校
長
会
と
連
携
し

て
行
う
。
市
内
小
中
学
校
の
耐
震
化
率
は
40
・

8
％
で
近
隣
市
に
比
較
し
低
い
が
、
避
難
所

と
な
る
体
育
館
は
今
年
度
中
に
76
・
9
％
と

な
る
。
社
会
資
本
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
優

先
度
を
見
極
め
整
備
す
る
。

　

国
や
道
の
要
請
を
受
け
て
、
が
れ
き
受
け

入
れ
の
可
否
を
判
断
す
る
た
め
、
市
が
実
施

し
た
説
明
会
の
状
況
と
意
識
調
査
を
問
い
、

医
学
的
に
も
放
射
性
物
質
の
低
線
量
被
ば
く

の
明
確
な
安
全
基
準
の
な
い
中
、
た
と
え
微

量
で
も
人
為
的
に
拡
散
す
る
こ
と
へ
の
懸
念

と
、
も
し
受
け
入
れ
る
と
す
れ
ば
、
市
の
検

査
処
理
体
制
と
実
施
管
理
計
画
を
た
だ
し
、

市
内
産
業
へ
の
風
評
被
害
も
含
め
、
広
域
処

理
だ
け
で
は
な
い
被
災
地
支
援
を
考
え
る
べ

き
と
提
言
。
市
民
の
意
見
を
参
考
に
、
西
い

ぶ
り
広
域
連
合
と
の
合
意
形
成
を
図
り
慎
重

に
協
議
し
て
い
く
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

質　

職
員
の
給
与
は
、
長
年
慣
例
化
さ
れ
て

い
た
単
純
年
功
序
列
型
の
給
与
体
系
か
ら
、

職
員
の
勤
務
成
績
な
ど
に
よ
っ
て
、
勤
務
評

定
が
適
切
に
反
映
で
き
る
給
与
体
系
へ
向
け

て
、
制
度
改
革
を
す
べ
き
で
あ
る
。

答　

全
職
員
を
対
象
と
し
て
、
平
成
25
年
度

か
ら
の
実
施
に
向
け
、
職
員
組
合
と
人
事
評

価
制
度
の
取
り
組
み
を
含
め
て
協
議
し
て
い

る
。

質　

仮
に
震
災
が
れ
き
を
受
け
入
れ
た
場
合

に
、
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
産
業
な
ど
風
評

被
害
へ
の
影
響
に
つ
い
て
。

答　

風
評
対
策
に
つ
い
て
西
胆
振
3
市
3
町

で
情
報
共
有
が
で
き
る
よ
う
に
対
応
す
る
。

質　

震
災
が
れ
き
の
受
け
入
れ
に
係
る
市
民

に
対
す
る
説
明
の
あ
り
方
に
つ
い
て
。

答　

が
れ
き
に
関
す
る
意
見
交
換
な
ど
で
は
、

「
も
っ
と
多
く
の
市
民
の
意
見
を
聞
く
べ
き
」

と
の
意
見
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
意
識
調
査
で

は
、
一
部
の
市
民
の
理
解
度
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
の
で
、
今
後
も
さ

ら
に
市
民
理
解
に
努
め
る
。

質　

震
災
が
れ
き
の
受
け
入
れ
の
考
え
方
と

最
終
的
な
焼
却
灰
の
安
全
な
処
理
の
あ
り
方

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答　

当
市
と
し
て
は
今
ま
で
諸
々
支
援
を
実

施
し
て
き
た
が
、
さ
ら
に
被
災
地
の
復
興
・

発
展
の
た
め
広
域
処
理
を
検
討
。
し
か
し
、

風
評
被
害
を
考
慮
す
る
と
西
胆
振
3
市
3
町

で
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
焼

却
灰
に
つ
い
て
は
、
作
業
員
の
安
全
確
保
は

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
い
た
対
策
を
強
化
。

飛
散
防
止
に
つ
い
て
は
、
風
な
ど
の
影
響
を

受
け
な
い
厳
格
な
対
応
を
実
施
す
る
た
め
、

専
門
家
の
意
見
を
聞
き
対
応
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
の

 

強
化
に
つ
い
て

山　

口　

賢　

治

人
工
芝
の

 
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を

松　

山　

哲　

男

防
災
・
減
災
の

 

取
組
み
に
つ
い
て

木　

村　

俊　

子

震
災
が
れ
き

 

受
け
入
れ
に
つ
い
て

佐　

藤　

弘　

子

職
員
の
給
与
に
つ
い
て

山　

田　

新　

一

震
災
が
れ
き

 

広
域
処
理
に
つ
い
て

佐
々
木　

久
美
子

震
災
が
れ
き
の

 

受
け
入
れ
に
つ
い
て

米　

田　

登
美
子

一 般 質 問一 般 質 問
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質　

市
内
経
済
活
性
化
や
悪
化
抑
止
を
図
る

た
め
に
も
需
用
費
の
す
べ
て
を
市
内
発
注
す

べ
き
と
し
、
「
小
規
模
契
約
に
係
る
市
内
企

業
の
積
極
的
活
用
に
つ
い
て
」
を
質
問
し
た
。

現
状
の
市
外
発
注
額
１
億
3
千
780
万
円
を
市

内
発
注
に
向
け
る
よ
う
、
職
員
意
識
の
変
革

や
情
報
公
開
・
窓
口
設
置
な
ど
の
具
体
的
施

策
を
取
る
よ
う
に
強
く
要
望
し
た
。

答　

企
業
育
成
や
経
済
的
効
果
も
踏
ま
え
て
、

市
内
調
達
が
可
能
な
物
品
は
地
元
業
者
へ
発

注
す
べ
き
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
市
内
業

者
へ
の
情
報
提
供
な
ど
各
施
策
を
考
え
る
。

　

「
新
し
い
公
共
」
と
呼
ば
れ
る
、
市
場
経

済
や
行
政
で
担
え
な
い
、
社
会
活
動
に
取
り

組
む
方
々
へ
の
支
援
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

市
内
で
は
、
買
い
物
支
援
事
業
「
宅た

っ
く

ち
ゃ
ん
」

や
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
「
富
岸
子

育
て
ひ
ろ
ば
」
な
ど
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
職
員
へ
の
研
修

な
ど
を
通
じ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
や
補
助

金
申
請
事
務
な
ど
を
支
援
す
る
中
間
支
援
機

能
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
寄
付
促
進
に
向
け
た
制
度
整

備
の
提
案
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り
早
期

に
導
入
す
る
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

質　

全
国
で
、
集
団
登
校
中
の
児
童
と
保
護

者
の
列
に
車
が
突
っ
込
み
、
死
傷
者
が
出
る

事
故
が
相
次
い
で
い
る
が
、
市
の
通
学
路
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
。

答　

文
部
科
学
省
よ
り
5
月
に
「
学
校
の
通

学
路
の
安
全
に
関
す
る
文
部
科
学
大
臣
緊
急

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
発
表
さ
れ
、
市
も
校
長
会

に
お
い
て
、
各
小
中
学
校
に
緊
急
に
通
学
路

の
再
点
検
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
も
学
校
・
保
護
者
・
地
域
住
民
・
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
児
童
生
徒
の
一

層
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
く
。

　

2
期
目
に
向
か
う
と
意
思
表
明
し
た
市
長

に
対
し
て
『
市
民
の
暮
ら
し
が
一
番
』
を
基

本
理
念
と
し
な
が
ら
も
市
民
生
活
に
実
効
性

の
あ
る
施
策
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
①
就
学
援
助
費
に
新
し
い
支
給
品
目
を

市
と
し
て
追
加
す
べ
き
。
②
中
学
校
卒
業
ま

で
の
医
療
費
を
無
料
化
す
べ
き
。
③
市
内
経

済
の
プ
レ
ミ
ア
ム
建
設
券
発
行
を
市
の
事
業

と
し
て
制
度
化
す
べ
き
。
④
高
齢
者
や
障
が

い
者
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
交
通
弱
者
が
利
用
す

る
「
お
で
か
け
パ
ス
」
へ
市
の
助
成
と
購
入

手
続
き
の
簡
素
化
を
す
べ
き
と
、
4
点
に
わ

た
っ
て
提
言
し
た
。

　

政
府
は
今
年
の
夏
の
電
力
需
給
対
策
を
決

定
し
、
北
海
道
電
力
管
内
で
は
今
夏
7
％

（
平
成
22
年
対
比
）
以
上
の
節
電
を
求
め
て

い
る
が
、
夏
の
緊
急
対
策
で
は
な
く
恒
久
的

な
対
策
と
し
て
の
節
電
・
計
画
停
電
の
対
応

を
た
だ
し
た
。

　

市
で
は
、
職
員
か
ら
節
電
に
関
す
る
提
言

を
募
集
す
る
な
ど
一
丸
と
な
っ
て
節
電
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
公
共
施
設
で
の

計
画
停
電
対
応
は
市
民
に
周
知
を
図
っ
て
い

く
。
市
内
で
自
家
発
電
装
置
が
備
え
ら
れ
て

い
る
の
は
2
病
院
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、
在

宅
患
者
に
貸
し
出
せ
る
蓄
電
池
な
ど
の
必
要

性
を
訴
え
た
。

庁
内
需
用
費
の

 

100
％
市
内
発
注
を
要
望

杉　

尾　

直　

樹

「
新
し
い
公
共
」
を

 
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

辻　
　
　

弘　

之

通
学
路
の

 

安
全
対
策
に
つ
い
て

村　

井　

寿　

行

市
長
改
選
時
に
あ
っ
て
の

 

施
策
提
言
に
つ
い
て

渡　

辺　
　
　

勉

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

 

対
応
に
つ
い
て

二　

瓶　

秀　

幸

一 般 質 問一 般 質 問

　

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
6
月
21

日
に
議
会
で
決
め
、
撮
影
開
始
が
迫
っ
て
の
補
助

申
請
で
あ
り
、
計
画
性
に
欠
け
る
と
指
摘
。
申
請

ま
で
の
経
緯
を
た
だ
し
、
宿
泊
、
弁
当
な
ど
の
発

注
は
業
者
を
分
散
す
べ
き
と
要
望
し
た
。

　

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
制
作
は
3
月
に
提
案
さ
れ
、

決
定
に
時
間
を
要
し
た
。
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
観

光
協
会
の
予
算
で
行
う
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

質　

防
災
資
機
材
購
入
整
備
費
補
助
金
は
、
数

年
前
ま
で
当
初
予
算
化
さ
れ
て
い
た
。

　

震
災
以
降
の
地
域
防
災
体
制
強
化
に
向
け
、

意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
数
年
間
は
「
再
度
当
初

予
算
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
提
案
し
た
。

答　

地
域
自
主
防
災
組
織
に
資
機
材
の
必
要
性

を
確
認
し
た
上
で
、
予
算
化
も
検
討
し
た
い
。

　

観
光
振
興
特
別
対
策
事
業
補
助
金
の
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
ロ
ケ
支
援
に
つ
い
て
、
視
聴
率
な
ど
の

費
用
対
効
果
、
観
光
協
会
の
助
成
金
に
よ
る
事

業
把
握
と
本
事
業
決
定
の
経
緯
、
緊
急
的
な
事

業
と
し
て
十
分
な
精
査
を
し
た
予
算
計
上
な
の

か
な
ど
を
た
だ
す
と
と
も
に
、
政
策
判
断
で
計

上
し
た
予
算
で
あ
り
、
今
後
の
補
正
予
算
の
あ

り
方
を
指
摘
し
た
。

　

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理
経
費
で
は
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
暖
房
器
具
の
更
新
に

際
し
、
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
を
推
進

す
る
た
め
、
多
く
の
市
民
が
訪
れ
る
場
所
に
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
し
、
環
境
教
育
の
推

進
と
市
民
へ
の
利
用
促
進
を
図
る
よ
う
提
案
し

た
。

質　

輸
入
原
料
で
製
造
し
た
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の

燃
焼
灰
か
ら
肥
料
の
暫
定
許
容
値
を
超
え
る
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
件
に
か
か
わ
り
、

今
回
の
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
購
入
の
扱
い
と
当

市
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
た
だ
し
た
。

答　

林
野
庁
か
ら
の
情
報
提
供
に
注
視
し
、
慎

重
に
検
討
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　

市
内
社
団
法
人
が
行
う
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
撮
影

支
援
に
対
す
る
補
助
金
支
出
に
つ
い
て
、
補
助
金

支
出
の
可
否
決
定
を
す
る
プ
ロ
セ
ス
や
正
当
性
を

明
確
に
し
た
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要
と
提
案
。
本

提
案
予
算
の
必
要
性
は
理
解
し
ま
す
が
、
行
政
の

補
完
性
の
原
理
や
平
等
性
の
確
保
へ
の
検
証
に
不

十
分
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

渡　

辺　
　
　

勉

渡　

辺　
　
　

勉

天
神
林　

美　

彦

天
神
林　

美　

彦

松　

山　

哲　

男

松　

山　

哲　

男

工　

藤　

倶
二
雄

工　

藤　

倶
二
雄

成　

田　

昭　

浩

成　

田　

昭　

浩

辻　
　
　

弘　

之

辻　
　
　

弘　

之

平
成
平
成
2424
年
度
補
正
予
算
審
査

年
度
補
正
予
算
審
査
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活
動
2
年
目
で
あ
り
「
ま
と
め
の
年
度
」
と
し

て
、
実
績
重
視
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
実
施
項
目
は
、
前
年
度
か
ら
の
継
続

事
項
も
含
め

　

①
議
員
報
酬
の
減
額
規
定
に
つ
い
て

　

②
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
に
つ
い
て

　

③
通
年
議
会
に
つ
い
て

　

④
議
会
費
（
議
員
定
数
・
報
酬
）
に
つ
い
て

　

⑤
情
報
公
開
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

⑥
議
会
基
本
条
例
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

⑦
会
議
規
則
第
39
条
の
取
り
扱
い

な
ど
に
対
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
特
に
議
会
費

に
お
け
る
「
議
員
定
数
・
報
酬
」
に
関
し
て
は
、

今
年
度
の
「
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
」
と
し

て
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
く
予
定
で

す
。

　

「
登
別
市
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
お
よ
び

「
登
別
市
地
域
福
祉
計
画
」
に
つ
い
て
、
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
が
策
定
作
業
を
終
え
、

最
終
案
が
市
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
当
委
員
会
と
し

て
は
、
「
お
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
共
に
生

き
る
社
会
」
を
目
指
し
、
よ
り
良
い
条
例
お
よ
び

計
画
内
容
と
な
る
よ
う
今
後
、
慎
重
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
被
災
地
の
震
災
廃
棄
物
に
つ
い
て
情
報
提
供

を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
は
具
体
的

事
項
の
検
討
や
受
け
入
れ
可
否
に
つ
い
て
の
協
議

な
ど
、
近
隣
市
町
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
広
域
論
議

と
な
る
の
で
、
行
政
や
被
災
自
治
体
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
ま
す
。

　

公
共
施
設
耐
震
化
を
目
的
と
し
た
、
鷲
別
小
・

中
学
校
の
改
築
・
改
修
に
つ
い
て
、
行
政
と
有
識

者
・
住
民
に
よ
る
検
討
委
員
会
の
検
討
経
過
の
把

握
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
検
討
委
員
会
に
よ

る
「
鷲
別
地
区
学
校
耐
震
化
構
想
案
」
の
内
容
は
、

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
を
含
む
、
地
域
住
民
の
意

向
が
お
お
む
ね
反
映
さ
れ
て
お
り
、
行
政
に
よ
る

丁
寧
な
進
行
管
理
が
な
さ
れ
た
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

昨
今
、
市
職
員
に
よ
る
不
祥
事
が
続
い
た
こ
と

か
ら
、
緊
急
的
に
職
員
の
職
務
規
律
状
況
と
、
過

去
5
年
間
の
懲
戒
処
分
の
内
容
を
調
査
し
、
不
祥

事
再
発
防
止
へ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
当
委
員
会
と
し
て
は
、
今

後
こ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
の
進
行
状
況
を
確
認

し
て
い
き
ま
す
。

　

当
委
員
会
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
市
内
の

各
経
済
団
体
と
の
意
見
交
換
や
新
た
な
視
点
に
よ

る
地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
た
提
言
な
ど
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
5
月
に
は
、
当
委

員
会
が
呼
び
か
け
た
「
地
域
経
済
振
興
に
向
け
た

条
例
研
究
会
」
を
商
工
会
議
所
会
員
な
ど
の
方
々

と
設
立
し
、
平
成
24
年
度
中
に
議
会
提
案
で
条
例

制
定
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
7
月
に
は
、

こ
の
条
例
の
先
進
地
で
あ
る
釧
路
市
と
別
海
町
で

調
査
・
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
と
並
行
し
て
、
札
内
・
来
馬
地
区
に
所

在
す
る
事
業
所
と
の
意
見
交
換
や
、
懸
案
事
項
で

あ
る
今
後
の
水
道
事
業
に
つ
い
て
も
、
行
政
と
関

係
組
合
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
な
ど
を
予
定
し
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

委 員 会 だ よ り

議
会
運
営
委
員
会

生
活
・
福
祉
委
員
会

総
務
・
教
育
委
員
会

観
光
・
経
済
委
員
会

議
員
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

議
員
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

議会サポーター制度について議会サポーター制度について

　

6
月
30
日
、
川
上
町
の
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
ジ
ャ
ン
ボ
で
、
議
員
会

主
催
に
よ
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
議
員
を
は
じ
め
、

市
の
理
事
者
や
報
道
関
係
者
が
、
交

流
と
親
睦
を
深
め
る
た
め
、
年
に
一

度
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
初
夏
を
感
じ
さ
せ
る

晴
天
の
も
と
、
心
地
よ
い
汗
を
か
い

て
い
ま
し
た
。

　登別市議会基本条例には、さまざまな市民の意見を把握
するため、委員会活動の一環として市民との意見交換の場
を設けることや、直面する重要課題等に対応するため、専
門的知見を有する市民に議会サポーターとしての協力を仰
ぐことを定めています。
　現在、次の方が議会サポーターとして登録されています。

常任委員会 氏名（敬称略） 任　期

総務・教育委員会 瀧　川　正　義
（新生町在住） 平成26年 3 月31日まで

生活・福祉委員会 田　中　秀　治
（登別東町在住）平成26年 3 月31日まで

観光・経済委員会 須　田　慎　也
（常盤町在住） 平成26年 3 月31日まで
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８月25日土・26日日 登別温泉街
（極楽通り）

25日（土）

オープニングセレモニー
鬼みこし暴れねりこみ

前触れ太鼓
鬼踊り大群舞

閻魔大王からくり山車

26日（日）

各種イベント
鬼みこし暴れねりこみ

前触れ太鼓
鬼踊り大群舞

閻魔大王からくり山車
ファイナル花火大会

仮装鬼踊りコンテスト
（25日㈯）
※個人・団体（ 5人以上）不問。

団体鬼踊りコンテスト
（両日）
※日曜日は個人特別賞をご用意。

▼申し込み　当日　17時10分～
　19時に登別観光協会前

鬼みこし暴れねりこみ（両日）

▼対象　18歳以上の方（高校生を除く）

▼定員　各日男女15人程度（申込順）

▼申し込み　 8月18日㈯までに登別観光協会

閻魔大王からくり山車運行（25日㈯）

▼対象　18歳以上の方（高校生を除く）

▼定員　10人程度（申込順）

▼申し込み　 8月18日㈯までに登別観光協会
※詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　登別観光協会（☎84 3 3 1 1 ）

　開拓の歴史と伝統を受け継ぐおまつ
りで伊達市の夏の一大イベントです。
　たくさんの催しを用意しています。
○ 4日㈯…炎の陣
•伊達武者山車パレード
　18時30分～（出陣式18時）
　ＪＲ伊達紋別駅前～網代町・市役所
○ 5日㈰…魂の陣
　伊達騎馬総陣立　14時～
　だて歴史の杜カルチャーセンター

▼  問い合わせ　同実行委員会（伊達市
商工観光課内・☎ 0 1 4 2 ㉓ 3 3 3
1 ）

夜間特別プログラム『ポロトコ
タンの夜』へお越しください

白鳥大橋
ハーフマラソン・ウォーク

第38回伊達武者まつり
8月 4日㈯・ 5日㈰

　アイヌの古式舞踊など歌、踊り、祈
りを幻想的な雰囲気の中で紹介します。

▼  月日　 8月 3日㈮・ 4日㈯・10日㈮・
11日㈯・12日㈰

▼場所　㈶アイヌ民族博物館

▼時間・内容（事前予約制）
18時40分～19時15分　博物館見学
19時30分～20時15分　ポロトコタン
の夜公演

▼  入場料　2,000円（中学生以下1,000
円、未就学児は無料）

▼申し込み　㈶アイヌ民族博物館
 （☎ 0 1 4 4 82 3 9 1 4 ）

◎月日　10月 8 日㈪
※ 申込方法など詳しくはお問い合わせ
ください。

◎白鳥大橋ハーフマラソン

▼種目　ハーフマラソン、 7㎞、 3㎞

▼  問い合わせ　室蘭市生涯学習課スポ
ーツ振興（☎㉒ 1 1 1 2 ）

◎白鳥大橋ウォーク

▼  コース　白鳥大橋の全線往復（6.5
㎞）、白鳥大橋の中央で折り返し
（3.5㎞）

▼問い合わせ　室蘭市観光課
 （☎㉕ 3 3 2 0 ）


